
 
 

 

 

 

説明 

 

 

「光速またはそれに近い速度で計算を実行する方法（一般的な）デジタル画像

から二値単数または複数のノード/サーバーおよびコンピュータ・アーキテク

チャーの場合」 

 

 

概要 

 

 

「光速またはそれに近い速度で計算を実行する方法（一般的な）デジタル画像

から二値単数または複数のノード/サーバーおよびコンピュータアーキテクチ

ャーの方法」 

 

 

 

本発明は、数値表現を含むデジタル画像の画素または指数プロン

基底のような任意の「画素」一つの「細胞」である二値コンピュータ・アーキ

テクチャ（CA）に対して光速またはその近くで計算を行う方法を指し、デジタ

ル画像とその処理、（典型）デジタル画像の変換（9.1）に言及した次の工程

を含んでいる。 印象記憶（9.2）、数値データ・メタデータの処理（9.3）、整

列記憶（9.4）、整列収集（9.5）、再印象記憶（9.6）、アルゴリズムのプロ

グラミング処理（9.7）などがある。 

 

 

 

U-メンタリズムと呼ぶことにした本発明の方法は、チューリン



 
 

 

 

 

説明 

 

 

「光速またはそれに近い速度で計算を実行する方法（一般的な）デジタル画像

から二値単数または複数のノード/サーバーおよびコンピュータ・アーキテク

チャーの場合」 

 

グまたは計算機（M）上の多くのノード/サーバーのカメラ/画像処理万能チュ

ーリング機械に定着し、多くの「フレーム」または（デジタル）画像の「合成

」で出来た多くの「フィルム」を持つ、大規模な並列（一般）デジタル型CAを

与えている。その結果、指数関数的に筋道と演算能力が向上する



 

技術分野 

 

 

本発明は、インターネット上またはインターネット外の通信ネッ

トワークの各ノード/サーバーで画像から2進数処理される（一般的な）デジタ

ル画像に対して、チューリング機会上のカメラ/画像処理万能チューリング機械

の強力なリソースで実現する大規模同時処理での超計算の方法とCAに関連して

いる。この方法は、主に自然哲学の非常に広い分野からの考えを組み合わせた

もので、科学哲学と呼ぶことも可能である。 

 

 

 

背景にある技術 

 

 

一般的ななMあるいは計算機、または単一の万能チューリング機

械、または好ましくはインターネット上あるいはインターネット外のチューリ

ング機械のネットワーク上のできるだけ多くの分散した部分的U機械において

、イメージの連続体、あるいは物理的および情報的感覚印象におけるイメージ

的構成の直接処理の構造および機能使用を考慮すると、先行技術はフォン・ノ

イマンの「アイコンスコープメモリ」技術からなるものである。 

 

 

 

 

 

技術的問題 

 

 

 

フォン・ノイマンの「アイコンスコープメモリ」技術の限界は、



 

液晶以前のブラウン管を基礎としたカバー範囲と技術的範囲の欠如である。 

また、処理性能を向上させた連続画像の直接処理の構造的・機能

的利用に寄与する方法およびCAの開発には大きな関心とニーズが存在する。 

 

 

 

発明の概要 

 

   

 

本発明は、数値表現を含むデジタル画像の画素または指数プロン

基底のような任意の「画素」一つの「細胞」である二値コンピュータ・アーキ

テクチャ（CA）に対して光速またはその近くで計算を行う方法に関して、以下

の工程から構成されることを特徴としている。 

 

a) （一般的な）デジタル画像（3）を、画素方程式の所定の密度、すなわち画

像解像度に変換し、その結果、変換されたデジタル画像の集合（9.1）を得る

。 

b) 数値データまたはメタデータに割り当てられた画像/テキストRGB/2進数 「

画素」 的な同型（一般的な）デジタル画像の感動メモリ、結果として、割り当

てられた数値データまたはメタデータ の光速またはそれに近い速度で計算を実

行する方法を指す（9.2 参照） 

c) 画像/テキスト RGB/2進数同型の割り当てられた数値データまたは（一般的

な）デジタル画像のメタデータを処理し、処理済みデジタル画像一式を得る（

9.3） 

d) 画像/テキストRGB/2進数同型処理された（一般的な）デジタル画像を、デ

ジタル画像の最も少ない順序から最も多い順序の数値表現まで、適切に並べ替

え回収し、その結果、よく並んだデジタル画像構成の集合が得られ（9.4）、

計算の前提条件が整うたびに回収された順序のみが再想定できる（9.6） 



 

e) 画像/テキストRGB/2進数同型処理（一般的な）デジタル画像を最低から最

高までの数値・アルゴリズム表現で整列し、その結果、整列したデジタル画像

集（9.5）が得られる。 

f) 画像/テキストの再印刷 RGB/2進数同型処理され、よく整えられた（一般的

な）デジタル画像で、数値データまたはメタデータになる（9.6） 

g) 数値データまたはメタデータに基づく、画像/テキストRGB/2進数同型処理

された、よく整えられたアルゴリズムのプログラミング処理（9.7）；および 

ここで、（一般的な）デジタル画像（3）の数値表現は、常にRGB/2進数また

は「画素」的な光子/2進数コードで、画像情報と同型であり、例えば、技術水

準においてRGBは光速でまたはそれに近い画像/テキスト色モデルで計算を実

行する方法を指し、および 

ここにおいて、工程a）は、チューリング機械（M）から万能チューリング機械

（UTM）プロトコル、または万能チューリング機械（UMT）プロトコルのみに

よって実行され、b）は、万能チューリング機械（UTM）からチューリング機

械（M）プロトコル、および万能チューリング機械（UTM）プロトコルのみに

よって実行されることを特徴とする。そして、工程c）、d）、e）、f）、およ

びg）は、万能チューリング機械（UTM）から万能チューリング機械（UTM）

プロトコルによって実行され；そして、a）からg）のループ大規模並列計算の

チューリング機械（Ms）上の万能チューリング機械（UTM）の通信ネットワ

ークにおける各ノード/サーバーで計算が実行される。 

 

本発明は、光速または光速に近い速度で計算を行うコンピュータ・アーキテク

チャを指し、デジタル画像中の画素または任意の「画素」的な指数関数型基底

「細胞」を「合成」することを特徴とし、前記デジタル画像は数値表現を含み

、以下の命令を含んで構成されます。 

 

 a)（一般的な）デジタル画像（3）を、画素方程式の所定の密度、すな

わち画像解像度に変換し、その結果、一組の変換されたデジタル画像(9.1)

  



 

b)画像/テキストRGB/2進数「画素」的な同型（一般的な）デジタル画

像の感動記憶 数値データまたはメタデータで割り当てられ、結果として割り当

てられた数値データまたはメタデータのセット(9.2） 

  

c)画像/テキストRGB/2進数同型の割り当てられた数値データまたは（

一般的な）デジタル画像のメタデータを処理し、処理済みデジタル画像一式を

得る(9.3)  

d) 画像/テキストRGB/2進数同型処理された（一般的な）デジタル画像

を、デジタル画像の最も少ない順序から最も多い順序の数値表現まで、適切に

並べ替え回収し、その結果、よく並んだデジタル画像構成の集合が得られ（

9.4）、計算の前提条件が整うたびに回収された順序のみが再想定できる（9.6

） 

 e)画像/テキストRGB/2進数同型処理（一般的な）デジタル画像を最小

から最大の数値・アルゴリズム表現まで順番に並べて取得し、その結果、順番

の揃ったデジタル画像集（9.5）を作成する。 

 

f)画像/テキストのRGB/2進数同型処理され、適切に順序付けられた（一

般的な）デジタル画像の再印刷、数値データまたはメタデータの結果（9.6） 

  

 g)数値データまたはメタデータに基づく、画像/テキストのRGB/2進数

同型処理され、よく整列されたアルゴリズムのプログラミング処理(9.7)、およ

び 

 

 

ここで、(一般的な)デジタル画像の数値表現は、常にRGB/2進数または「画素

」的な光子/2進数コードで、技術水準ではRGB画像/テキスト色モデルのような

画像情報と同型であり；そして 

工程a）が、チューリング機械（M） から万能チューリング機械（UTM）プロ

トコル、または万能チューリング機械（UTM）プロトコルのみによって実行さ



 

れ、b）が、万能チューリング機械（UTM） からチューリング機械（M）プロ

トコル、または万能チューリング機械（UTM）プロトコルのみによって実行さ

れる場合において、工程c）、f）、g）が実行され そして、手順c）、d）、e

）、f）、およびg）は、万能機械（UTM）→万能機械（UTM）プロトコルに

よって実行され、a） からg）ループ大規模並列計算において、チューリング

機械（Ms）上の万能チューリング機械（UTM）の通信ネットワークの各ノー

ド/サーバーで計算が実行されることを特徴とするものである。 

 

 

問題解決 

 

 

本発明は、M（s）上の多くのノード/サーバカメラ/画像処理UTM

（s）に定着した、多くの「フレーム」からなる「フィルム」または画像-2進

数「合成」で、（一般的な）デジタル画像に「画素」、あるいは任意の「画素

」様指数関数的傾向基底細胞、または量子コンピューティングに適合する電磁

波様「パケット」からなり、該（一般的な）デジタル画像には数値表現が含ま

れる大規模並列デジタル画像CAを付与している。 

 

 

 

 

本発明による有利な効果 

 

 

本発明の有利な効果は、スレッドと計算能力において、単に増分

ではなく、劇的で真に指数関数的な改善である。一般的なデジタル画像は機械

学習によって生成されるが、フィードインスタックの大部分は現存するデジタ

ル画像から生成される必要があり、その結果、様々なメモリ使用量の大幅な削

減や、処理性能の指数関数的な向上が総合的に実現されることになる。 



 

 

 

図面概要 

 

 

本発明の実施形態に従った原理の理解を促進する目的で、図に示

された実施形態と、それを説明するために使用される言語とが参照される。い

ずれにせよ、本発明の範囲を図の内容に限定する意図はないことが理解されな

ければならない。本明細書に例示された発明的特徴のいかなる変更または後の

変更、及び示された本発明の原理及び実施形態のいかなる追加適用も、この説

明を読む際に当業者にとって通常起こり得るものであり、受け取った本発明の

範囲内と見なされる。 

 

 

図1-全体概要画像を示す。 

 

 

 

実施形態の説明 

 

   

本明細書に記載された発明は、概して、ネットワークおよびインターネット通

信に大きな影響を与える新しいコンピュータ・アーキテクチャー（CA）である

。これは、ハードウェアとソフトウェアのインターフェースの観点から、未発

表で独創的なコンピュータの構成と設計であることを意味する。もっと重要な

のは、ISD（Instruction Set Design）に見られるような記号的な革新と、

ICD（Integrated Circuit Design）、実装、消費電力などに見られるよう

な実装を結びつけることで、記号的な観点からの変化が、全体としてサイバネ

ティックに適用可能かつ物質化したシステムを不可避に変化させるという意味

において、この提案の収束を図ることである。この不可避な変化の範囲は、可



 

能な限り大きく影響を及ぼしている。すなわち、主流のコンピュータクラスと

固有のシステム特性、ネットワーク通信システムとインターネットプロトコル

、プログラミング言語の設計から、サイバネティックな 拡張性、性能、効率に

至るまで、である。しかし、提案されたシステムは、実際の最先端技術と対話

し、スムーズで進化し続ける全体的な進化を可能にするように設計されていま

す。また、この点に関して、引用された発明は、グラフィック処理装置（GPU

）における一般的な画像処理と、より一般的な中央処理装置（CPU）の両方に

共通の記号的基盤に掛かっており、また、高度な大規模並列（MA）計算とよ

り線形な中央管理構造の共通基盤に掛かっているという考えがあり、これは、

CAとアルゴリズム間の技術伝達を説明することにもなっている。 

 

   

本発明は、インターネット上またはインターネット外の、単一または通信ネッ

トワークで相互接続された、一般的で高レベルの性能のコンピュータのための

、象徴モデル（SM）および命令集合アーキテクチャー（ISA）またはCAから

構成されています。したがって、これは、任意の計算機またはMによって実行

される任意の計算可能な配列だけでなく、 万能チューニング機械（UTMまたは

U-機械）のモデルに一致する規則と方法のセットに準拠している。U-機械の

詳細については、チューリング、A.M. オン計算可能数、Entscheidungs問題

への応用で示される。 (1936) 

本発明は、コンピュータ科学の古典的な問題の象徴体系、機能構成、論理設計

、全体的な実装に関する解決可能性を拡張し、実際に、電力、速度、メモリの

既に極めて表現的な向上を超えて、それ自体で完全に展開可能な解を伝えるこ

とにある。 

   

実際、単数または複数のノード/サーバ（一般的な）デジタル画像-2進数CA-

最も好ましくは、チューリング機械（TM）とは対照的に、U機械のモデル-を

、インターネット上または外側の通信ネットワークと単一または相互接続する

ことによって、本発明は、いわゆる「フォン・ノイマンのボトルネック」に対



 

する動作上の正の変化を与えるが、これに関するさらなる詳細は、Backus, 

John に記載がある。プログラミングはフォン・ノイマン様式から解放され得

るか？ 機能的スタイルとそのプログラム代数.(1977)に説明されている。 

(1977). さらに、本発明は、計算複雑さのクラスの境界と範囲を徹底的に働か

せるために、新しい内在的超計算モデルを適用するものでもある。 

   

「フォン・ノイマンのボトルネック」に関して、本発明は、フォン・ノイマン

の代替CAとして、2進数コード記号体系に同時並行的に持ち込み、それを（一

般的な）デジタル画像の「合成」として定義し、全体として、あらゆる存在し

得るチューリング機械に向けたU機械（複数）として機能させるものである。(

一般的な)デジタル画像は、今後、オリジナルの（一般的な）デジタル画像の2

進数コードの同型コピーとして、そのすべての可能な差異と繰り返しで処理さ

れるが、カメラ/コンピュータプロセッサーに対応するすべての単一のネットワ

ークノード/サーバーにおいて、画像自体の「画素」と「合成」またはそれらの

「フレーム」が新しい最小物理パターン（象徴）になるという重要な変更点が

存在する。望ましい実施形態では、各単一ネットワークノード/サーバーは、部

分的なU機として機能する。これらの記号は、同型の2進数コード構造（式）に

結合され、それゆえ、新しい式を因子とする操作（処理）が可能である。 

   

「合成 」 は、ここではカントの［合成、結合］のように抽象的な意味で理解

されている。「合成とは、その最も一般的な意味において、異なる表象を一緒

にし、それらの中にある多様なものを一つの知識行為において把握する行為」

（A77/B 103, Critique of Pure Reason, 1781）、すなわち、直観におい

て与えられたあらゆる多様なものをまとめ、組み合わせて、知識を有効に生み

出す行為であると理解されるのである。この発明の場合、知識が物質化される

ことが決定的に重要であるが、そのような組み合わせは、エイダ・ラブレスが

チャールズ・バベッジの分析エンジンに関するルイジ・メナブレアの論文を翻

訳した際のノートGに見られるように、相関的に理解することができる。「解

析の真理と公式を、エンジンの機械的組み合わせに最も簡単かつ迅速に従える



 

ように分配し組み合わせることで、この科学の多くの主題の関係と性質が必然

的に新しい光に投げ込まれ、より深く調査されるからである。 」 (テイラーの

科学回顧録、1842-43)。このように、これらの組み合わせや「合成」がエン

ジンに従順になることは、選ばれた表現による両者の基本的な一致点である。 

   

先に展開したように、「合成」の概念に従って、「システム」には特徴的な何

段階もの「合成」が存在する。システム」の記述を展開する上で、前述の多種

多様な「合成」を、古典的なチューリング機械の概念と同一視することは、か

なり現実的なことである。ここでは、それぞれの概念を上位から順に指摘する

ことで、この話題を展開することにする。一般的なデジタル画像では「画素」

と呼ばれ、RGB/2進数形式で通常3バイトのRGB色情報を保持します。読み込

む際の最近接関係は、おそらく、オリジナルのブラウン管と西洋の書き込みシ

ステムのように、左上から右下へ、デジタル画像「フレーム」の描画セクショ

ンの「画素」の個別のショーケースを解決するためのものです。解像度や画素

のラスタやベクタの種類に関係なく、また、「画素」的な、もっと言えば「細

胞」的なパケット波形のクアンタ情報に関係なく、「フレーム」内のアドレス

可能で表現可能な最小の要素として考えているのである。 

   

しかし、このような左上から右上、左下から右下という「（一般的な）「デジ

タル画像」の読み込み方向は、本発明では、「スキャナー」型のデジタルセン

サー上の一般的な同時直交・同期図形印象に変換されるべきものである。その

結果、UTMはRGB/2進数形式で読み込まれるため、最小単位は当分の間、「画

素」内に含まれる「オクテット」-「バイト」である。以下、抽象的な言い方

をすれば、「画素」を「細胞」、あるいは、「オクテット」-「バイト」の3つ

にたとえて説明する。その後、「細胞」、ここでは「画素」は、「（一般的な

）デジタル画像」の（FPS）「フレーム」にてこ入れされる。このように、処

理に関しては、前述したものがすべて同調し、直交性を帯びていることを再認

識しておく必要がある。この時点で、「細胞」という用語の使用は、チューリ

ングが抽象的な用語で使用した、文字通りではない「正方形」のアイデアと同



 

一視することができる。チューリングの辞書では、「テープ」の「正方形」と

しての「（一般的な）デジタル画像」の多くの（FPS）「合成」が、本発明で

は、「フィルム」または「移動画像」となり、その記号が指数関数的に変化す

るのである。最後に、本発明には、多くの異なる「フィルム」と、可能な限り

異なる差し迫った「スキャナーからプリンター」または「目から脳」への「回

収」（工程 d、9.4）、および「プリンターからスキャナー」または「脳から目

」への「集合」（工程 e、9.5）が関わっているので、次に「合成」を検討する

のは、以後、順序の整った「回収」「組成」のあらゆる可能な「合成」（工程 

d、9.4）である。 5）、次に考える「合成」は、以後、整然とした「回収」「

構成」（工程 d; 9.4）のあらゆる可能な「合成」と、同様に、不整然とした「

集合」「順列・組み合わせ」（工程 e, 9.5）のあらゆる「合成」で、無限の応

用の可能性を持っている。 

 

 

  3に示されているように、(一般的な)デジタル画像は、光速または

それに近い速度で（一般的な）デジタル画像から2進数単数または複数ノード

CA工程の手段によって形成され、前記工程は、(1)画像/テキスト 「画素」 - 

合成画像または一般の画像センシングの形の通信ネットワーク、好ましくはイ

ンターネット上のデータ、からの入力を含んで構成されている。および、（2

）通信のネットワーク、好ましくはインターネット上の、AI＆暗号化データか

らの入力、画像/テキスト「画素」-混合/合成画像または一般的な画像処理の

形で；さらに、カメラ処理ノード/サーバー（5）へのフィルム（FL）の流下の

段階を備える。 

  以下、「（一般的な）デジタル画像」（3）「スキャナーからプ

リンターへ」あるいは「目から脳へ」の「整然とした記憶」（工程 d, 9.4）の

合成を一方に、「プリンターからスキャナーへ」あるいは「脳から目へ」の整

然とした「順列・組み合わせ」（工程 e, 9.5）を多数記述することが最適であ

ろう。 

そのためには、数学的によく定義されたモデル理論である「合成」「並べ換え



 

」「組み合わせ」の概念を導入しなければならない。RGB/2進数はあらゆる桁

数の演算系と同型なので、「画素」「フレーム」「フィルム」の一つ一つが

RGB/2進数であると言われる。さて、現存する通信網、できればインターネッ

ト上の「（一般的な）デジタル画像」（3）をまず挙げて回収するのが、UTM

（s）の「整列回収」（工程 d, 9.4）の役割である。これらは、「インターネ

ットデータ：画像/テキスト」「画素」で示したように、これまでの暗号化手

法とは無関係に構成される。また、エラトステネスのふるいにかけるように、

RGB/2進数の等価・同型の大数で、モジュール、「フレーム」、「フィルム」

単位で区切られることになる。この時点から、最も単純な検索アルゴリズムは

、各工程で、N+1 XOR N-1であることを念頭に置いて、「（一般的な）デジ

タル画像」の「集合体」として、UTM（s）で新しい「データ：画像/テキスト

」を積極的に生成し処理するという、「順序良く」「順列/組み合わせ」（工程 

e, 9.5）を繰り返す多くの面のうち最初のものが動かされるように設定されて

いる。 

   

モジュール、「フレーム」、したがって「フィルム」のライブラリの観点から

のこうした発見はまた、一つの大切なメモとして、まさに通信と暗号化手法の

ネットワークの分散性、とりわけインターネット上の、最小限から最遠方の「

整列された」（通常モジュール8ビットまたは1バイト）のためである。これは

、一度、より実力のある用語で「コレクションの順列/組み合わせ」（工程e、

9.5）自体、つまり、この強調された何度も繰り返される面の当分の間、適切

な「整列」工程（工程d、e；9.4、9.5）を評価するのに役立つ重要なものであ

る。その結果、「並べ換え/組み合わせ」は、「整列」同型のRGB/2進数または

算術（工程 d, 9.4）から、「整列された」同型のRGB/2進アルゴリズムまたは

工程（工程 e, 9.5）にその権限を移すことになる。したがって、ここには、第

一の側面からその第二の側面への適切な接続が示されており、これも何度も繰

り返されることによって、無限に繰り返されるのである。「整列」は両者（工

程d, e; 9.4, 9.5）に共通しており、「順列/組み合わせ」（工程e, 9.5）は、知

識の象徴的・物理的経路の両方で、RGB/2値の算術的「構成」、RGB／2値の



 

アルゴリズムへと展開する。まず、このようなアルゴリズムと工程のライブラ

リの作成は、本発明による組立プログラミング（7、8）の材料および知的根拠

として最適なものであり、そのうちの組立て言語は、周辺に続く新しい特許に

従って、さらに実施される予定である。そして、資料が、再帰的かつアルゴリ

ズム的に、それに応じて公平に図解され、図表化されると、より高度なプログ

ラミング言語設計、本発明によるプログラミング言語、その他すべてのプログ

ラミング言語とアルゴリズムのためのすべての可能性の根拠が、コミュニティ

と産業、政府と国民の両方に従って、最善の方法で解放されるべきである。 

   

インターネット上での技術の正しい実装に取り組む問題や、「（一般的な）デ

ジタル画像」、「画素」、「指数関数的な基礎」といった表現の意味の明確化

と完全な表明は、本質的には一致していないように見えるが、前者がインター

ネットプロトコルによるパッケージデータ（データグラム）を呼び起こし、後

者が、本質的にはもっと過激だがパッケージされた情報の量子を呼び起こして

いる以上、同じ説明理論基盤を有しているのである。しかし、より深いレベル

では、どちらも測定や統計のように、離散的な計算の基礎として使われる事実

上の情報に侵入しているのである。この技術は、指摘したように、通信ネット

ワーク、できればインターネット上に設定されるべきものであるため、この設

定に反する他の方法は、この技術の正しい実施と最も豊富な利用を阻害するこ

とになる。この場合、少なくとも第一段階では、インターネットに対応しなけ

ればならないのはCAであり、その逆では起きることではない。 

   

また、標準的な通信プロトコルの使用を控えさせることも意図していない。し

かし、将来的には、本発明による実装言語に関連して、必要であれば、インタ

ーネット上の通信ネットワークアーキテクチャーと本技術の通信のための単独

標準化プロトコルを提案するものとする。これらの理由から、現時点で関連す

るのは、概要を説明し、相互適応についていくつかの注意点を確立することだ

けである。第一の目標は、設定の手間をあまりかけず、最小限の手間で、柔軟

に対応することである。このように、通信プロトコルのOSI（オープンシステ



 

ム相互接続）7層アーキテクチャーモデル、一般的なパッケージと交換モード

、一般的なリンクレベルのハードウェアプロトコルに適合するはずであると言

わなければならない。物理、データリンク、ネットワーク、通信、セッション

、プレゼンテーション、アプリケーションの各段階を経て、一般的なアドレス

情報、制御情報、ペイロードデータに適合することは予想通りである。

TCP/IP（IPv6）は、トランスポート層とインターネット層の基本プロトコル

であり、システム内のUTM（5）とやり取りするエンドツーエンドのデータ通

信プロトコルとして不可欠なものとなっている。 

   

本発明におけるUTMS(s)(5)は、このように、どのような種類と数のサーバで

あっても、様々なクライアントに直接、要求し、また回答できるカメラ/画像処

理CAサーバ/データセンターのホスティング施設であることを意味している。

情報化手段や規格によって、赤外線信号から衛星回線まで、様々なタイプの通

信ネットワークを設計することが可能である。本発明によるシステムとCAを、

好ましくはインターネット上の通信ネットワークに言及するのは、このシステ

ムが、実現可能ではあるが、1つだけのプライベートサーバー/データセンター

のグループにリンクした閉じたネットワークで実施されることを意図したもの

ではなく、インターネット上のすべての通信ネットワークに対応することを示

すためだけである。 

   

(一般的な)「デジタル画像」「画素」的な表現、「指数関数的な基礎」といっ

た表現については、その意味を説明する。これらはすべて、境界条件下でのマ

クスウェルの応用に関して、あらゆる電磁モデリング計算、あるいは計算電磁

気学（CEM）にU-メンタリズムを最終的に応用するための必要条件の下に組

み込まれているのである。このことは、いくらこのような場合の「画素」がな

いとはいえ、本発明のシステムが成り立つためには、大切なことである。

RGB/2進数の波形要素に相当するものを、量子パッケージ「細胞」に配置/再配

置(合成と順列/組み合わせ)し、3「オクテット」-3「バイト」「画素」と同じ

ように指数優先で最終「（一般に）デジタル画像」を作る、数値技術に精通し



 

た「画素」または「細胞」的な還元要素が必要である。しかし、他のどんな適

切な数量にも、基準にも、指数にも、ふさわしい数量パッケージにも対応する

ことができ、見直すことが可能である。 

   

本発明による好ましい実施形態では、各UTMは、主に制御された（エネルギー

容量と光測光ビーム、焦点合わせと鈍化機構、歪みと収差レンズなど）イメー

ジセンサー（実際の技術状態ではCCCD/CMOS）によって構成されていること

が望ましい。つまり、インターネット上の通信ネットワークに接続されたクラ

スター化されたサーバー/データセンターと対話する強力な集積回路で接続され

た光検出器マイクロプロセッサスーパーコンピュータである。 

   

好ましい実施形態では、UTM（s）（5）は、物理学の粒子加速器の働きと同様

に、「フレーム」と「フィルム」移動画像コンピューティング加速器である。

実際、「（一般的な）デジタル画像」（3）は、明確に定義された光ビームに

含まれ、等価に帯電したRGB/2進数アクティブ「画素」を持ち、電磁的なベー

スの計算の使用によって高速化され、サイバネティックシステムにおけるフィ

ードバック効果として超計算に至る。この比較は、物理学の粒子加速器が科学

的知識を生み出すという意味でも有益であり、本発明は、特に将来的に先行開

発される関連プログラミング言語の下でその目的に専念するものでもある。ま

た、静電加速器のクラスは、フォン・ノイマンが当時「アイコノスコープ記憶

」の応用として例示したように、ブラウン管スクリーンを最も適した表現とし

て持っているという意味でも、2つのモデルは類似している。 

   

明らかに、その当初から構築されたCAはありませんでしたし、今もありません

。ここで提案するような、もともと「画素」密度の高い「（一般的な）デジタ

ル画像」と、インターネット上の通信ネットワークにおけるサイバネティック

システムに準じたものは、今回も、そしてこれからもないだろう。他にもいく

つかの属性やテーマがある。すなわち、リニア直流電圧加速器、「（一般的な

）デジタル画像」の注入・抽出、保存、同軸座標系、1次元からn次元へのケー



 

スマッチング光学系、行列と周期性条件など、素粒子物理学の加速器とUTM（

s）に共通するものである。 

   

この理論的な全貌は、いわゆる波動-粒子二重性との相似性さえあり、ここで

いう「画素」は、波形電磁流の人工情報波束量子粒子、その相補性原理の一つ

を「（一般的な）デジタル画像」の基底と対応する指数に対する入れ物として

応用している(3)。 

   

本発明は汎用的なCAであり、従って、その適用範囲は、あらゆる知識分野に及

ぶものである。そこで、ブロック図（9）の各工程を適宜説明した上で、適用

方法を明確に述べることにする。(一般的な）デジタル画像の変換」（STEP a

、9.1）（CO）は、「一般的な画像感知」または「一般的な画像処理」による

、すべての「（一般的な）デジタル画像」に対して必要な事前要求処理方法で

ある。細かく言えば、(1)「インターネット/データ：画像/テキスト「画素」合

成画像または一般的な画像感知」、(2)「AI/暗号データ：画像/テキスト「画素

」合成/結合画像または一般的な画像処理」の両方に関連して、いくつかの厳し

い側面を見出す必要がある。これに関する決定要素は、横並びのインターネッ

トプロトコルと、「（一般的な）デジタル画像」（3）のすべての「画素」の

同期読み出しの選択に依存している。データグラムは暗号に適しているため、

UTMへの到着と非同期の読み込みの両方が、熟練した暗号に貢献することがで

きる。しかし、この方法は、最も最適で高速な「（一般的な）デジタル画像」

（3）である同期的な読み込みを実現できないことと、各UTMへのTCP/IP到着

を分岐させなければならないことから、好ましい方法とは言えない。 

   

それは、各UTMが、プール（6）のチューリング機械「テープ」データ（4）へ

の到着時に、「（一般的な）デジタル画像の変換」（工程 a、9）の瞬間にで

きる場合である。 1）、または適当に「（一般的な）デジタル画像の記憶」と

同期して、最初のケースでは「MからUTMまたはUTMプロトコル」（工程 a、

9.1）、最後のケースでは「UTMからMとUTMプロトコル」（工程 b、9.2）、



 

画像に作用して暗号化されていることである。これは、「（一般的な）デジタ

ル画像の変換」（工程 a, 9.1）自体が、前進的に実行される（UTMプロトコル

）のではなく、あらかじめ実行される（M to UTMプロトコル）ことが可能で

あることと無関係に、暗号方式と同じことが起こる状況の意味を理解すること

が根本的に重要である、ということと同じことである。暗号は「（一般的な）

デジタル画像の変換」（工程 a, 9.1）と同期して解決されるか、あるいは「（

一般的な）デジタル画像の記憶」（工程 b, 9.2）、つまり最初の場合は「Mか

らUTMまたはUTMプロトコル」（工程 a, 9.1 ）、あるいは同時に「UTMから

MおよびUTMプロトコル」（工程 a, 9.1 ）で解決されるかのどちらかである。

これらのいずれの場合も、「ブロック図」（9）に、これら2つの最初の工程の

正式な分離、および「（一般的な）デジタル画像の数値データ/メタデータの処

理」（工程 c、9.3）への進行する抽象的な分界が示されている。 

   

インターネットやワールドワイドウェブ（WWW）などの通信ネットワークとシ

ステムの関係で、その概要は決まるが、そこから先は本発明者が制御すること

はできない。一般的な画像/テキスト合成または一般的な画像デ ータの処理」

（工程 c, 9.3）の前に、対角化した暗号化方式を想定するためには、ブラック

ボックスの仕組み が不可欠で、その理由は、「一般的な画像感知」（1）と「

一般的な画像処理」（2）「（一般的な）デジタル 画像」（3）を同時に、機械

以外の誰にも知られず、どの画像を暗号化しているか、 どの画像を処理してい

るかも全くわからないからである。 

   

この段階では、「印象記憶」（STEP b, 9.2）の抽象的相関・補完である「（

一般的な）デジタル画像の数値データ/メタデータの処理」（STEP c, 9.3）が

「UTM間プロトコル」（STEP c, 9.3） としてのみ実行されることになる。こ

れまでの動作はすべて、UTM（5）内のカメラ/画像処理装置（CCD/CMOS技術

）の光検出チップと通信する集積回路動作で処理されると推測される。一度同

型の情報がRGB/2進数モジュール、「フレーム」、「フィルム」の形になると

、「UTMからUTMプロトコル」（工程 d, 9.4）において、ノード/サーバUTM



 

（s）とデータセンターの接続に適した「（一般的な）デジタル画像の整列回

収」（工程 d, 9.4）が行われることになる。また、「（一般的な）デジタル画

像の収集順列/組み合わせ」に関しても同様で、「UTMからUTMのプロトコル

」(工程 e, 9.5)である。この後、全く同じ結果の「整列」（工程d、e；9.4、

9.5）、および達成された「順列/組み合わせ」（工程e、9.5）により、CAの作

用図とそこで処理されたアルゴリズムが、再び、ループ（LO）で、上書きされ

る方法または永遠に繰り返される方法で、「再印象」（UTM）に提出される準

備ができている。 5）、そこで処理されたCAとアルゴリズムとの作用図が、再

び、ループ（LO）、上書き方式または永遠回帰で、UTM（s）に「（一般的な

）デジタル画像の再印象記憶」（工程d、e；9.4、9.5）、つまり、より複雑化

した「整序」を生成するために提出する準備ができている。「合成」（工程d, 

9.4）、「順列/組み合わせ」（工程e, 9.5）である。 

   

それは、この全体的な、実に長期的な、「内在的」と「拡張的」の両方の最終

段階と繰り返しの工程であり、「（一般的な）デジタル画像へのアルゴリズム

のプログラミング処理」（STEP g, 9.7 ）として推測されるもので、明らかに

「UTM間のプロトコル」である。これは、ブロック図（9）ではなく、終了点

よりも、出口と言ったここに存在する。このようなフィードバックループ機構

（LO）のために、この段階を「アルゴリズムミトロン」、つまりすべてのクラ

スのアルゴリズムの加速機構と呼ぶことができ、その結果それ自体が手続き機

構となるのである。 

  CA法を説明するには、実際の例が雄弁に物語ることができる。こ

こでは、そのような例として、自動車（AV）を選ぶ。この問題に取り組む技術

的なストーリーラインは2つ考えられる。「(一般的な）デジタル画像」は、計

算可能な環境の正しいオブジェクト画像であると同時に、一般的な「順序付け

」（工程d, e; 9.4, 9.5 ）と「順列/組み合わせ」（工程e, 9.5 ）により本発明

による超計算によって計算されたものであるか、あるいは、オブジェクト画像

とは異なる「（一般的な）デジタル画像」（3）であるが本発明によるアルゴ

リズムによって自動化されたものである。 5）、あるいは、オブジェクト画像



 

とは異なる「（一般的な）デジタル画像」（3）、あるいは、閉じたセンシン

グシステムを維持しながら、本発明によるアルゴリズムによってのみ自動化さ

れ、したがって、（感覚情報）画像がそれ自身で生成されるものである。 

   

最初のアウトラインでは、カメラによって感知された「（一般的な）デジタル

画像」のレパートリーは、本発明の全体システムに含まれ、したがって「整然

とした」「順列/組み合わせ」（工程d, e; 9.4, 9.5） AVの目的に対して極めて

処理しにくく、その課題も少ないが、それでもUメンタリズム（プログラムの

対象、プログラム）の実行プログラムでは周囲の環境に対する整然さとしてと

らえることができる。その結果、当然ながら、ロボット工学自律システム、環

境オープン相互作用と誘導、すなわち、その下である物体画像は、加速する一

貫性において、はるかに高速に計算され誘導されるその環境の直接の対象を表

している。本発明は開放的なサイバネティックであるため、インターネット上

の通信ネットワークに接続され、一定の正のフィードバック機構を持つため、

この最初の仮説の評価ははるかに価値があり貴重である。 

  しかし、環境に対する誘導が指数関数的に改善されるのは、AV感

覚情報の処理画像が本質的に加速されるためでも、画像の解像度が高くなるた

めでもなく、本質的に「整列された」（工程d、e；9.4、9.5）、「構成」（工

程d、9.5）があるからだということが明らかにされなくてはならない。 4）、

「並べ替え/組み合わせ」（工程 e, 9.5）により、対象画像とは異質のモジュー

ル、「フレーム」、「フィルム」へと、デジタル画像処理の実際とその先の応

用（分類、特徴抽出、複数スケール信号解析、パターン認識、投影など）を実

際に転換できるのである。 

第2の仮説として、自己完結型システム、すなわち、感覚情報が本発明による

システムから分離されているが、逆に、処理装置は本発明によるアルゴリズム

（工程a-g、9.1-9.7）によって依存している場合（これは学術的仮説に過ぎ

ない）をあまり推奨されない。 処理画像は依然として指数関数的に高い速度で

計算されるが、AVが自動化を実行している環境の適切な対象画像への適切なフ

ィードバック機構を並行させることなく、処理画像は計算される。この場合は



 

、感覚情報イメージはU-メンタリズム・システムに転換されることはない。

これは、「全てを奪い、何も与えない」アプローチとも言えますが、実はそう

ではなく、AVの感覚情報デジタル画像は、「（一般的な）デジタル画像」（3

）の本発明によるシステムへの入力とは別物であり、全体的かつ長期的に、シ

ステムの有効性と「プログラム処理アルゴリズム」（STEP g, 9.7 ）の臨機応

変性に利益を与えないことになる。 

  この最後の、より否定的な例は、対象画像を直接の入力としてナ

ビゲーション環境を解釈するために利用する一方で、まさに同じ画像を、「整

列された」「合成」「順列・組み合わせ」（工程d, e; 9.4, 9.5 ）として高速で

利用してネットワーク内のアルゴリズムを構築り、信頼できるサイバネティッ

クで開放的で複雑な正のフィードバックメカニズムを、逆に説明する徳を有し

ている。そのような好ましい方法の一つは、「与えられたものは何でも、すべ

て取る」と表現するのが妥当である。同じことは、ナビゲーション環境の入力

対象画像「フィルム」が、インターネット上の通信ネットワークで、インター

ネット上の通信ネットワークに接続された他の多くの順序の自動化装置の同時

超計算の処理を助けていると言っている。 

   

このことは、「（一般的な）デジタル画像」の「回収」（工程d, 9.4）を前も

って行うことが重要であり、そのために多くのセンサーカメラ、すなわちでき

るだけ多くの技術の視点、したがって異なる「（一般的な）デジタル画像」（

3）を保持してシステムに供給する必要があることを明らかにするものである

。画像/テキスト合成または「一般的な画像処理」(1)で実行される「フレーム

」「フィルム」の数が多いほど、「プリンターからスキャナーへ」「脳から目

へ」のアルゴリズムをより複雑化し、本発明による組み合わせやプログラミン

グ言語を超えた「アルゴリズムのプログラミング処理」（STEP g, 9.7）で、

汎用計算、場合によりあらゆる環境のあらゆるAV、特定のタスクでより高度な

性能を実現できる可能性が高くなる、という仮説を立てた。 

  そこから、9に示される本発明によるコンピュータ・アーキテク

チャのブロック図の各工程は、CAの全体的な工程の適切な「合成」である。ま



 

た、ブロック図の各々の工程は、その場所と順序の両方において代替不可能で

あり、順序のどの場所においても代替可能な工程は存在しない。唯一、順序と

の関係でわずかな柔軟性を示している概念は、「（一般的な）デジタル画像の

変換」（工程 a, 9.1）と「（一般的な）デジタル画像の変換」に関する暗号化

（工程 a, 9.1） を「その後の（一般的な）デジタル画像の印象記憶」に行うも

のである。しかしながら、デジタル画像の多数の流れに内在する必要な技術的

変換（CO）及び個人情報保護の理由から、必然的に、また避けられない形で、

最初の（工程 a, 9.1）製品に包含され、さらに全く同じ「（一般的）デジタル

画像の変換」（工程 a, 9.1）製品の空きメモリ/処理能力も保存されることにな

る。この事実にもかかわらず、特に、「（一般的な）デジタル画像の収集順列/

組み合わせ」（工程e、9.5）の方法は、（デジタル）画像生成または一般的な

画像処理に基づいて登録されており、暗号手法、特に機械学習などの他の手法

によって利用できるかもしれないという事実を注目する必要がある。全体とし

て、順序よく並べられた「フレーム」と「フィルム」も、「順序よく並べられ

た回収」（工程d、9.4）においても、「順序よく並べられた収集」（工程e、

9.5）においても、さらにその先の「順列/組み合わせ」（STEP e、9.5）にお

いても、本発明の組立プログラミング（7）のアルゴリズムに、正しく暗号化

されることである。 5）において、後者を本発明による組み合わせプログラミ

ング（7）のアルゴリズムに、さらに、本発明によるプログラミング言語で実

施されるアルゴリズムは、全行程において適切に暗号化され、それゆえ、本体

と機械との通信によって保護されるべきものである。 

   

本発明は、フォン・ノイマンCAが、いくつかの確立された原理の結果であるこ

とが知られており、そのすべてが、実際の技術計算の状態のデジタル、二進法

、電子、多機能の裏付けに固定されているという意味で、代表的フォン・ノイ

マンCAの逆転であると言われている。しかし、UTM（s）（5）内蔵のU-メン

タリズム・システム（工程a～g、9）は、全く異なる。それは、基本的にフォ

ン・ノイマンCAの逆転と言われるもので、中央処理装置が存在せず、代わりに

同期処理装置のネットワークが存在するからである。さらに、同期処理ユニッ



 

トのすべての要素は、制御ユニット、演算/論理ユニット、および記憶ユニット

が、識別できないという意味で、UTM（s）ネットワークノードにはるかに密

接に埋め込まれています。メモリは、インターネット上の通信ネットワークに

おいて、「（一般的な）デジタル画像の変換」（工程a、9.1）（CO）に割り

当てられ、したがって、正確に「（一般的な）デジタル画像の整然とした収集

」（工程d、9.4）ではなく、そのメタデータのみを自由に格納することができ

る。同様に、「（一般的な）デジタル画像の組み合わせ」（工程 e, 9.5）とは

異なるが、インターネット上になく、現存しない、生成する必要のある「（一

般的な）デジタル画像」（3）であるため、「整列収集」（工程 e, 9.5）が完

了次第、メタデータまたはデータの形で、インターネット上の通信ネットワー

クに定着させなければならない。同様に、「（一般的な）デジタル画像の組み

合わせ」（工程 e、9.5）についても、異なるケースであるに もかかわらず。

これらは、インターネット上になく、現存しない、生成されるべき「（一般的

な）デジタル画像」（3）であるため、「整列収集」（工程e、9.5）が完成次

第、メタデータまたはデータの形で、インターネット上の通信ネットワークに

定着させなければならない。記憶は、基本的に、インターネットの本体に割り

当てられ、したがって、制御ユニットと演算/論理ユニットの両方と鋭く近接し

てタスク化することができる、自由な潜在的資源性を持つ空間である。非常に

重要なのは、各UTM（5）は制御ユニットを構成しているものの、そこに存在

する指示登録と指示カウンターがネットワーク内の他のUTM（5）と同期して

いるだけでなく、より決定的に、制御および論理ユニットが実行する記号体系

が、演算整数オペランドと結果を伴う唯一の、排他的な二進数でないことであ

る。その代わり、「（一般的な）デジタル画像」（3）とその最少単位である

「画素」の「合成」に基づいている。画素は「オクテットバイト」（あるいは

「オクテット」-3「バイト」）からなり、ハードウェアにおけるグラフィック

および中央処理装置としては、RGB/2進数形式の同値が一般的である。この点

で常に注意しなければならないのは、本発明のU-メンタリズム・システムは

、例えば、あらゆる波形の中の光子のパッケージや、あらゆる電磁波の中の「

細胞」的（またはパッケージ）な情報の量子のように、電磁波スペクトルのあ



 

らゆる「画素」的または「細胞」的形態を扱うもので、それが「（一般的）デ

ジタル画像」（3）を直接印象づけるように対応させるものだということだ。 

   

保存されたプログラムの概念に関しても、本発明のシステムはフォン・ノイマ

ンCAと比較して異なっており、一旦UTM（s）（5）が一定の改善または機械

学習アルゴリズムを実行すると、必要な「順序の整った記憶」（工程d、9． 4

）だけでなく、より重要なのは、常に改善される十分な「整列収集」（工程e

、9.5）が、インターネット上のネットワークシステム全体にフィードバック

され、処理能力と記憶能力を共同で拡大することができ、まさに人と機械、機

械と機械のサイバネティックな共生が可能となることである。 

   

チューリング機械またはUTM（s）で加工されたすべての異なる蓄積プログラ

ムに加えて、必要な「整列収集」（工程d、9.4）、および常に改善される十分

な「整列収集」（工程e、9.5）アルゴリズムから最終的に生じる蓄積プログラ

ムは、本発明による組立設計に分解されて、したがって本発明のシステムの正

しい出力である。 入力の点では、データ画像/テキスト（デジタル信号音声と

は別）「画素」合成および「画素」置換/結合を例示し、プールと同様に、一般

画像感知および一般的な画像処理によるいずれかである。 

  本発明の文脈では、プールは、写真画像、URL（s）とウェブペ

ージ、電子メール、インスタントメッセージ、モバイル＆タブレットフレーム

、デジタルテレビ、フィルム、アウトドア＆コンソール、仮想機械＆ディープ

ウェブ、カーネルBIOS＆システムログ、ATMとGPSなどのあらゆるフレーム

からなり、それは、あらゆるテキスト／画像、特にRGB／2進数、デジタル画

像出力からなるようなものである。 

  このアーキテクチャーのために、インターネット上の通信のネッ

トワークでチューリング機械のネットワークは、個人のコンピュータの資産の

場所を減少見ていないことを証明することが重要だが、全く逆に、独自の場所

としての超計算への参加を含むことは、とても合理的な機会である。フォン・

ノイマン CA の特徴として、演算命令とデータ演算が同じバスを共 有すること



 

が挙げられるが、これはいわゆるフォン・ノイマンのボトル ネック、つまりキ

ャッシュメモリの簡単な前置詞である。U- メンタリズムもまた、メモリと命

令をすべて、すぐに取り込むことができるが、処理能力は、比例消費、データ

アクセス、大規模な並列保存プログラムと比較しても、「オクテット」-「バ

イト」に基づいて指数関数的に大きいが、システムが共有バスとメタデータの

ネットワークに分散するため、基本的には両方である。フォン・ノイマンCAと

ブロックのバックボーン構造を共有しながらも、最先端技術とプログラミング

言語設計によるフォン・ノイマンCAの一般的な制約が、本発明により、より高

い下限まで改善され、プログラミング言語設計とアルゴリズムの問題が本質的

に先送りされるためである。 

その上で、より処理しやすい機能を積み重ねることで、より高い記号計算量階

級の微分内限界まで改良を行う。 

さらに、本発明の組み合わせは、そこから生じるプログラミング言語と一体と

なって、ストアドプログラムコンセプトの一般的なな自己修正コードから生じ

るものの、システムの固定プログラムを構成するものである。 

言い換えれば、本発明による組み合わせ言語の設計は、必要な「整列収集」（

工程d、9.4）と、それよりさらに重要な、改善し続けられるずっと繰り返され

る十分な「整列収集」（工程e、9.5）の両方の前提から生じ、したがって、プ

ログラミング自体を許可するある種の再プログラム可能設計と考えられる。本

発明によるアセンブリは、発散パイプラインとキャッシュ大規模並列スーパー

コンピュータ（MA）に基づき、一つのサイバネティックシステムで命令とデ

ータを未分化に扱うので、利用可能な処理能力と比較して、非常に低い拘束ラ

ンタイムで新しいデザインに高レベル言語を活用するだけではなく、組立/コン

パイラ、リンカー/ローダーの一つのアセンブリ言語への併合を可能にする。

結論として、本発明によるプログラムからプログラムを生成する能力は、必要

な「整列収集」（工程d、9.4）、さらに重要なことに、常に改善される十分な

「整列収集」（工程e、9.5）の前提により、コードと並んで科学的パターンに

近くなり、その驚くべき利点にもかかわらず、フォン・ノイマンCAは実現しな

い。要約すると、本発明は、実際の技術水準の計算と同じように、前述したデ



 

ジタル、2進数、電子、多機能の裏付けを全く含んでいないと言える。(一般的

な)デジタル画像」(3)、すなわち「フレーム」の「合成」に、限定された間隔

を予測することなく連続的に処理するため、単なるデジタルではなく、アナロ

グ/デジタルである。2値ではなく、RGB/2値である。同様に、異なる（FPS）

「（一般的な）デジタル画像」（3）を予測される限定された間隔なしに連続

的に処理し、その「画素」的または「細胞」的な形態において、量子情報パッ

ケージと予測される一貫性があるため、電子ではなく、電子/電磁気的である。

最後に、必要な「整列収集」（工程d、9.4）からなる本発明による組み合わせ

の役割のため、また、より重要なことに、常に改善される十分な「整列収集」

（工程e、9.5）の前提、それは多数の複雑化したアルゴリズムからなる統一コ

ードとライブラリの単一のプログラムを可能にし、単に多機能ではなく、むし

ろ単機能/多機能である。本発明による組立は、算術／色彩システムのように、

異なる（FPS）「フレーム」の厳密な順序付けに関して、「（一般的な）デジ

タル画像の回収」（工程d、9.4）と「（一般的な）デジタル画像の収集」（工

程e、9.5）の両方から、RGB／2進数の「整列」にのみ関連している。しかし

、「（一般的な）デジタル画像の収集」（工程 e, 9.5）は、「整列」だけでな

く、これら全く同じ（FPS）「フレーム」の「構成/転換」（工程 e, 9.5）も可

能にすることに、非常に重要な気づきがある。このように、「（一般的な）デ

ジタル画像の収集」の変速において、むき出しの「整列」以外に、そこから「

構成/変換」（工程e、9.5）を可能にし、本発明による組立は、それ自身から

出発して、それ自身とプログラミング言語を着実に構築する。ここでも、「収

集整列」からの「収集順列/組み合わせ」通路のシステムの極めて重要な移行で

ある（工程e, 9.5）。U- メンタリズムの組み合わせは、より高度な記号的・

数学的低レベル言語に対応し、多くの、多様で強力なプログラミング言語設計

を可能にする。組立言語とは逆に、本発明によるプログラミング言語は、自由

参加型、オープンソース型、共同作業型、科学的駆動型であることを意図して

いる。 

   

本発明は、形式システムとも呼ばれる新しい物理記号システム（PSS）からな



 

り、ここでも望ましくは部分U字管で動作し、同時に（一般的に）デジタル画

像と2進数が可能である。 

   

望ましい実施形態において、本発明は、従来のまたは代わりの、ただし常に「

（一般的な）デジタル画像」情報による、または画像の形で出力されるインタ

ーフェースによる、あらゆる計算機上でのUTM（s）計算のシステムにとりわ

け適している。UTMの計算システムは、単一の単体ではなく、部分的かつ分散

的であるべきである。今後、本発明は、単一または複数のチューリング機械、

または単一のUTM上でワークロードを計算する実施形態からなるが、基本的に

は、チューリング機械上のインターネット上のできるだけ多くの相互接続され

たネットワーク通信U-機械ノード上での完全実装を対象とするものである。

UTM（s）はチューリング機械でもあることをこの点まで忘れてはならない。 

  

本発明の好ましい態様において、チューリング機械は、プロセッサおよび/また

はテキスト/画像出力機構もしくは装置を有する計算機である。 

   

本発明の好ましい実施形態において、チューリング機械は、パーソナルコンピ

ュータ、デスクトップデバイス、モバイルデバイス、インターネットサーバ、

クラスター、倉庫規模のメインフレームコンピュータ、組み込みコンピューテ

ィング機械、GPUゲーム機、クラウドコンピューティング、デジタルテレビボ

ックス、屋外、ドローン、CCTV、ATM´s、GPSからなる群から選択される。 

  本発明は、計算機上の多くのノードカメラ/画像処理UTM（s）に

定着した、多くのモジュールと（デジタル）画像の「フレーム」または「合成

」で作られた多くの「フィルム」を持つ、大規模な並列「（一般的な）デジタ

ル画像」CAを課すものである。その結果、スレッディングとコンピューティン

グ能力の劇的な向上は、単にインクリメンタルなものではなく、真に指数関数

的なものである。 

  

「（一般的な）デジタル画像」（3）は機械学習によって生成することができ



 

るが、フィードインスタックの大部分は現存する（デジタル）画像から得られ

るべきであり、多くの種類の記憶で大きな利益と節約を総合的に達成すること

ができる。 

  

また、処理性能の指数関数的な向上により、計算におけるP vs. NP問題の評価

に対する定常的な近似を構築し、計算複雑さクラスの評価・測定に役立てるこ

とができるようになった。P vs. NP問題の詳細は以下の通りである。  

NP問題はクック、スティーブンに提示されている。定理証明手続きの複雑さに

ついて：Proceedings of the Third Annual ACM Symposium on 

Theory of Computing. (1971) pp.151-158. 

P対NP問題の関係は、いわゆるフォン・ノイマンのボトルネックの関係と、本

発明との関係が非常によく似ている。理由は異なるが、本発明の技術的な特徴

は、両方の問題、および技術的な材料や技術に影響を与える。それは、チュー

リング機械におけるフォン・ノイマンのボトルネックに対する記号機械のルー

トを広げることができるように、計算クラスの内外の限界と関係のより高い下

限を仮定して明確にすることができる限りにおいて、通信ネットワーク、好ま

しくはインターネット上でチューリング機械の最適で扱いやすく決定可能な能

力の活用を構成するものであるため、解決策とは程遠い、それでも推進者の目

には最良の中間技術アプローチの候補であるように映るのである。 

各ノードやカメラ・画像処理装置のUTMは2値化された不連続な記号を解決し

ていますが、異なるモジュールや「フレーム」を連続的かつ並列的に高速に「

フィルム」化することで、CAや命令セットアーキテクチャもイメージ的かつ連

続的になっている。 

他の実施形態では、本発明は、インターネット及びワールドワイドウェブ（

WWW）構造の積極的な使用を妨げるが、予め述べたように、裸の理論的定義に

おける全体の実装の実用性は、そのように設計されたあらゆるチューリング機

械で十分である。ここで意味するのは、UTMとして参照されるカメラ/画像処

理装置ノードは、適切なインターネットノード／サーバーとして理解されるこ

とだ。さらに、インターネット上のできるだけ多くの分散した部分的なU-機



 

械の使用によって、本質的に直接的な処理性能によって、ネットワークのネッ

トワークのデータのバルクの順列と組み合わせを可能にするものである。 

 

   

好ましい本発明による好ましい実施形態では、すべてのUTMは、デジタル画像

情報を計算することができるカメラ/画像処理装置、または任意の「（一般的な

）デジタル画像」インタフェースである。 

   

従って、このシナリオに関連するのは、一般的なM、または可能であればチュ

ーリング機械のネットワーク上の単一または分散型部分U機械において、連続

したイメージの直接処理、または物理的および情報的感覚印象におけるイメー

ジ的構成の構造および機能的使用である。このように、フォン・ノイマンの「

アイコノスコープメモリ」との違いが明確に示されているのは、フォン・ノイ

マン, John, 1945年6月30日、ペンシルバニア大学ムーア校電気工学科、32ペ

ージに報告されている。EDVACに関する報告書の第一草稿、ペンシルバニア大

学ムーア電気工学部、1945年6月30日、32ページに記載。ここに掲げた理由は

主に2つある。第一に、本発明は、最小の記号単位を「画素」とデジタル画像

（または「フレーム」）の両方で表現するものであり、「アイコノスコープメ

モリ」と直接対照をなし、圧倒的に効率が悪いことである。 

 

 

   

この点、「（一般的な）デジタル画像」（3）という言葉の使用が、純粋な光

工学、プラズモニクス、あるいはコンピュータ-脳（双方向）または神経調節

（単方向）インターフェースにおける分岐を含む、信号とデータのあらゆるコ

ンピュータ化された画像（1-2）であり、それらがすべて電磁波周波数に産み

出される限り、デジタル画像（3）における「画素」には無視できない指数基

底因子が存在しているのである。実際、「画素」(3)からなるデジタル画像は、

計算能力の指数関数的な増大に完全に適しており、多数のチューリング機械



 

(3-5)のネットワークにおいてノード/サーバーとして機能する多数のU機械に

実装すればなおさらそうである。実際、デジタル・イメージ（3）の「合成」

における「画素」は、いかなるCAの下でも、効果的な物理的・記号的用語であ

り、当面の間、このようなデジタル球の上にある場合は特に、可能な限り最適

な、統合を超えた、2進数のコードへの仲介であると証明されています。この

ことは、「画素」(3)の物理的・象徴的な運用のバランスが、光子計算やプラズ

モニクスに推定されるむき出しの計算の拡大をはるかに超えることを意味して

いる。 

   

デジタル画像（3）の「画素」に指数関数的なキーファクターが指定されてい

ることから、「画素」の演算物理的・記号的バランスは、フォトニクスやプラ

ズモニクスに推定されるむき出しの演算エスカレーションの力をはるかに超え

ているが、ここで提示するCAは、（一般的な）デジタル画像（3）が、量子化

した離散電磁波的印象の直接演算できる差異と繰り返しで構成されるようなも

のになると、必ず異なるバランスに展開することになるだろう。しかし、色や

波長などの数値を記号に結合し、2進法という最小限の記号体系にする象徴的

な必要性は、計算可能なデジタル画像において、「画素」と、ここで推定され

るデジタル画像から2進法への通路によって、かなり例示されている（1-3, 

2-3）。 

   

このことは、2進数のコードと「画素」（3）の同型（RGB）モデルとの間の定

まった記号的コミュニケーションにおいて、後者が情報を検出し伝達する全体

的な画像検出器として計算され、その結果、光波の可変減衰と増分を直接2進

数のコードに変換し、このように速やかに適用可能で、1つのCAで新たに示さ

れた構造および機能の工学過程が付与されているところ、いかなる疑いもなく

証明される。言うまでもなく、このようなCAは、全く新しいものであり、技術

的、人間活動的な有用性を大いに発揮するものである。 

  当面の間、現実的に短時間の実装のために、デジタル画像（3）

の「画素」、後者は画像の「合成」と見なされ、それゆえ、主題となるもの、



 

すなわち工程、本体、製造および物質の組成の予想可能な、短期間実行可能な

、その妥当な実装となる。 

   

本発明によるいくつかの実施形態では、CAの最初のイメージ的印象としての直

接電磁波の将来の使用の基礎には、画像または「フレーム」の「合成」の「画

素」として、そのような還元主義の「細胞」様構造が、最小限の2進数の数値

システムで例示的に連結する指数的なキー要素を保持すると、直ちに配備可能

な1つの還元主義の「細胞」様要素の避けられない使用を含まなければならな

い。これが、CAの「画素」とデジタル画像の「合成」という即座に完全に展開

可能な解決策が、構造的要素として、CAの「（一般的な）デジタル画像」（3

）としての将来の波状の直接的印象に対して、特に説得力があり適合している

理由である。 

  本発明のCAに構成されるチューリング機械に関して、最も可能で

あれば、複数のU-機械画像処理インターネットノードの望ましいモデルにお

いて、個人のコンピューター、デスクトップおよびモバイルデバイス、サーバ

、クラスタおよび倉庫規模のメインフレームコンピューター、組み込み計算機

およびGPUのゲームコンソール、TVボックス、クラウドコンピューティング、

またはより一般的には、プロセッサおよび/またはテキスト/画像出力装置を有

するあらゆる計算機として、あらゆる種類のチューリング機械およびMが含ま

れる。プロセッサおよび/またはテキスト/画像出力装置からなる計算機には、

デジタル符号化を用いて音声信号を処理するあらゆる種類の装置が含まれ、イ

ンターネット上のU-機械実行可能であることが可能である限り、デジタルテ

レビも含まれる。 

   

また、実施形態との関連で考慮すべきは、あらかじめ記号的な2進コード体系

、あるいは実際にHEXAやRGBのような数値的またはそこから派生するまとま

った体系を許容する限り、フォン・ノイマンまたは非フォン・ノイマンCA（一

般に汎用、オペランドまたはメモリレジスタCA）におけるすべてのクラスの並

列性を包括するようにシステム全体としての包括性である (6-4; 1-3, 2-3)同



 

じことは，ハードウェアがデータレベルあるいはタスクレベルの並列性をサポ

ートするために可能なすべての方法に関しても言える(5)。 

   

ここから、最も自然に、M（s）（4）またはUTM（s）（5）のISAのすべての

種類、その種類（登録メモリまたはロードストア）、メモリアドレス、オペラ

ンドの種類と大きさ、完全動作、制御フロー命令、固定長または可変長符号化

とは無関係であることが導かれます。CAの設計に関わる他の多くの課題や実用

性については、技術的に計算可能であるべきで、最も可能であれば、インター

ネット上の多くのM（s）上の分散した部分的なUTM（s）ノード/サーバカメ

ラ/画像処理装置のネットワーク（3-5）において計算可能でなければならない

。 

  本発明を容易に応用するために、ここでは、UTM（s）またはM

（s）による「フィルム」での直接画像処理について述べる。一般に、この設

定では、扱いやすい研究対象の直接画像が処理され、したがって、研究のあら

ゆる可能な領域にわたる部分計算可能な機能の指数関数的な増加を提供する。

その科学技術的な応用範囲は、例えば、衛星画像処理、航空力学、流体力学、

熱・流体物体などであり、新しいレベルのサイバネティックスにおける様々な

領域に強い影響を与える。 

 

   

本発明の別の好ましい適用に関しては、RGB／バイナリ「フィルム」の画像の

様々な「合成」に配置された、既に「画素」色として使い捨ての適切な固有の

2進数、全てが順番に、命令による大規模な並列計算（MA）で実行され、計算

を加速することが本明細書で言及されている。このアプリケーションは、計算

されるデジタル画像の受信によって、またはデジタル画像に定住する適切な等

価同型2進数の入力によって行うことができます。このようなUTM（s）/計算

機（s）処理のレベルでは、新しい組立式のプログラミング言語の設計とプロ

グラミング言語のパラダイムに対するフィールドが開かれる可能性もある。本

発明の別の好ましい応用に関しては、RGB／バイナリ「フィルム」の画像の様



 

々な「合成」に配置された、既に「画素」色として使い捨てにされている適切

な固有の2進数の計算が、全て順番に、命令による大規模並列計算（MA）で実

行され、計算が加速されることをここに言及する。このアプリケーションは、

計算されるデジタル画像の受信によって、またはデジタル画像に定住する適切

な等価同型2進数の入力によって行うことができる。このようなUTM（s）/計

算機（s）処理のレベルでは、新しい組立式のプログラミング言語の設計とプ

ログラミング言語の枠組みのためのフィールドを開く可能性もある。 

  本発明の注目すべき利点の1つは、本発明が歓迎する過剰なコン

ピューティング資源に関するものである。解放された処理能力とアクセスメモ

リに関し、また、言論の自由と民主的な法律、市民権と政治的権利、および可

能な限り高い範囲での、異なる管轄区域における情報保護法の遵守を尊重する

ために、本発明では、インターネット上または外の通信ネットワークにおいて

、いずれかのMにおいて、または可能であればそれぞれの部分および分散UTM

ノードにおいて、処理した異なる画像の「合成」として、デジタル画像の全セ

ットに暗号のツールを使用しなければならない。可能であれば、本発明は、こ

の目的のために、ブロックチェーン技術、ならびに、すべての伝達可能な最も

安全で最新のインターネットおよび通信の暗号化プロトコルを採用するものと

する。そうすることで、本発明は、自由に責任あるインターネットの設計に貢

献して、技術的な良い取り組みを危うくすることはない。 

   

本発明は、標準的なフォン・ノイマンCAと完全に一致し、2進数の記号体系、

すべてのプログラミング言語、インターネット・プロトコルと同型である。そ

のパラダイムを変える新しい実用性は、大規模な並列スーパーコンピュータと

融合した通信ネットワークのあらゆる標準または新しい物理性と機能に完全に

対応でき、またプログラミング言語とインターネットプロトコルのあらゆる標

準または新しい設計に合致するものである。「蓄積プログラム」のコンセプト

は、「フレーム」と「フィルム」の整然としたライブラリをn次元のモジュラ

イ空間とすることで、「画素」単位で指数関数的な処理性能を実現するもので

ある。 



 

 

(一般的な)デジタル画像FPS「フレーム」や「フィルム」（3）の回想（7.1-

8.1）や収集（7.2-8.2）（暗号化、機械学習、AI画像処理、あらゆるプログ

ラミング手法を含む）に対して代数的・関数的プログラミング関係を直接用い

ることは、Uメンタリズムの組み合わせ（7）に従って、超計算の上に決定的な

向上要因を構成するはずである。 

  本発明のCAと命令集合アーキテクチャーは、量子計算のようなチ

ューリング計算可能な代替システムと同様に、フォトニクス、プラズモニクス

、コンピューター脳インターフェース、または神経調節における実際の、およ

びそれに近い新しいアプリケーションを含む、信号とデータのコンピューター

化された画像のあらゆる集合に適用可能である。 

  可能な限り、CAワークロードは、各カメラ/画像処理装置UTMノ

ードを通じて、時間同期性、記号的同型性、および物理的直交性で動作する。

この観点から、最小単位である「画素」の内部では、「バイト」と「オクテッ

ト」の間の特定の同型性を考慮する必要があり、その結果、各フレーム毎秒（

FPS）において画素ごとに3「オクテット」-3「バイト」が計算されることに

なる。そのため、デジタル画像は「画素密度」を変換した秒間（FPS）の「フ

レーム」または画像の「合成」ごとに、同期して直交に読み取られることにな

る。 

  このような「フレーム」の「合成」の読み込みは、「フィルム」

や「動画像」の「合成」へと発展し、通信ネットワーク、可能であればインタ

ーネット上の各カメラ/画像処理装置ノードで読み込まれ処理されることになる

のである。 

   

このカメラ/画像処理装置ノードは汎用チューリング機械であり、通信ネットワ

ーク（可能であればインターネット上）は、まず先行技術として、従来の計算

の中で働くチューリング機械で構成されている。しかし、その後、汎用チュー

リング機械で構成されることが多くなり、さらに、U-メンタリズム組み合わ

せと名付けられた、通信ネットワークでの超計算に適合した新しい組み合わせ



 

言語によって、やはり可能であればインターネット上で実行されるようになっ

た。 

   

本発明の好ましい実施形態では、「システム」内のチューリング機械がインタ

ーネット上の通信ネットワークを介してUTM（s）と通信することを可能にす

るのは、「オクテット」-「バイト」の同型の関係である。「システム」内の

参照単位がどのように変化しようとも、「（一般的な）デジタル画像」（3）

あるいは波動的形態と数値的象徴体系との間に、同様にバランスのとれた秩序

ある橋渡しがなされなければならない。「画素」の文脈では、「オクテット」

-「バイト」の相互関係は、より正確に言えば、「画素」ごとにFPSで3「オク

テット」-3「バイト」であるといわれている。 

 

 

(一般的な)デジタル画像 

 

     

「画像情報」または「デジタル画像インターフェース」と言った場合、（圧倒

的にRGBが多いが、白黒もある）画像/テキスト（1-2）により構成されるよ

うなものである。現代の技術状況では、(RGB)「画素」（3）で構成されるデ

ジタル画像が主流であるが、本発明の幅は、前述のように、最小限の記号単位

（光子など）に、更にマクスウェル方程式の派生利用のどれを使っても良いこ

とを予期している。また、画像の「合成」、すなわち「フレーム」（3）の代

わりに、「画素」（3）およびその光またはプラズモニック量子化構成の固定

セット（3）の代用として、さらなるマクスウェル方程式の派生的な使用を予

期している。   

   

本発明による一実施形態では、記号単位の「合成」は、「（一般的な）デジタ

ル画像」（3）中の画素である。可能であれば、効率的な利便性と不可分の、

業界の最先端技術および風景の理由から、本明細書では、「画素」は、フレー



 

ム「合成」としてデジタル画像に関連して、その最小限のシンボルユニットと

してみなされる。また、「画素」と画像の「合成」、即ちそれらの「フレーム

」は、演算速度に関係なく、同時に同期して処理されなければならない。 

   

本発明による実施形態では、「（一般的な）デジタルシステム」を基準とした

ユニットの他の任意の「合成」が適している。同じことが、技術に取り組むす

べての可能なチューリング機械、またはそれがチューリング機械の上の任意の

U機械であるかもしれない側で、他の任意の記号単位を参照するすべての可能

な単位の省略に関連して当てはまる。 

  したがって、可能であれば、デジタル画像は、16進法（HEXA）

のような1つまたは複数のコードによる数値表現、あるいは、より緩やかな2進

法、および過度にイメージ的な赤、緑、青（RGB）色記号システムによる直接

的なプログラミングと処理も含んでいる。デジタル画像(3)では、あらゆるデジ

タル画像の存在、したがって音のないもの、また、あらゆる可能なデジタルサ

ウンドオンフィルムフォーマットに見られる数値情報、このような数値情報の

一つが2進コード（またはCAで読む他のあらゆる記号コード）に処理可能であ

れば、各UTMノード/サーバー(5)とあらゆる可能な既存のチューリング機械（

4）で、さらに将来（一般的な）デジタル画像を中間的に応用する記号コード

を完全に扱うことができると考えている。 

    

また、CAの経済において伝えることができるのは、RGBカラーシステムに基

づく整然とした代数原理とアルゴリズム的パターンの作成であり、これは、既

存の情報の流れ（2進コードと同型）に近似したモジュール線形「画素」、画

像の「フレーム」の機能を、読み取り（7.1）またはプログラミング（7.2）す

る方法を作成できるものである。そのために、U-メンタリズムの組み合わせ

（7）の作成と開発の文脈で、RGB「画素」モデル（特に、よく整列したモジ

ュール「フレーム」と「フィルム」）のいくつかの異なる離散値（7.1-8.1；

7.2-8.2）、あるいはCAに対処するために将来作られる他の別の単位モデルの

適正化も望まれるところである。  



 

   

( 3 ) の「（一般的な）デジタル画像」という表現の技術的な繊細さが重要視さ

れすぎている。このことは、U-メンタリズムCAの技術が、物理的な記号体系

、したがってISAやCAの記号モデル（SM）が、離散的な数値に量子化される

前の直接的なイメージを主要な記号として持っているという意味で、圧倒的に

、標準CAの逆バージョンであることを意味しているのである。現時点では、そ

のような画像の1つは、確かに、現在の技術水準ではデジタル画像（3）として

認識されているものであり、それは、可能であれば、インターネットU機ノー

ド／サーバ（5）上のできるだけ多くの相互接続されたネットワーク通信によ

って処理されるべきものである。 

 

  更に詳細には、U-メンタリズムCAが他のCA手段（フォトニクス

、プラズモニクス、コンピューターと脳のインターフェース、あるいは神経調

節）と共に実行できる限り、U-メンタリズムCAでは、直接画像（3）はあら

ゆる電磁波的物理記号的印象である。したがって、「写真」、あるいはフォト

ニクスが「フォトンのグラフィックス」（プラズモンなど）という限定された

意味を超えて、使用される中間記号系とは無関係に、「（一般的な）デジタル

画像」（3）は、2進法の0と1の数字として表される離散的電気オン/オフ信号

の同時解釈というよりも、その証明となるものである。しかし、その代わりに

、マクスウェルが導き出した可能なあらゆる波動的印象の離散的な差異と繰り

返しのすべてを、U-メンタリズムCAにおける直接的な記号体系として計算す

ることが可能であり、できればM(s)(3-5)上のインターネットU-機械のノー

ド/サーバーで可能な限り多く相互接続されたネットワーク通信によって実現で

きるのである。この場合、物理的な象徴体系は、適切な電磁波であり、そこで

は直接的な（計算可能な）「印象」である可能性が高い。このように、技術は

、「画素」からなるデジタル「フレーム」の印象、あるいは、電磁波の直接的

な印象によって、主に画像的なものである(3)。ここで「（一般的な）デジタル

画像」とされている電磁波的（演算可能な）印象よりもはるかに関連性は低い

が（3）、音響学、例えば、気体、液体、固体中の機械波（振動から音、低周



 

波から超音波まで）、CAの（一般的な）デジタル画像における演算可能な印象

としても同じことが言える（3）。 

  本発明による他の実施形態では、CAまたは命令集合アーキテクチ

ャーの「（一般的な）デジタル画像」（3）は、量子コンピューティングに関

連するものであってよい。したがって、直接画像は、任意の電磁波のような物

理的な記号の印象であってもよく、または、本体内で主に処理される記号とし

て、同様にあらゆる（一般的な）デジタル画像であってもよい。実際、この議

論は、量子コンピュータの記号系が2進コードを模倣していること（量子ビッ

トは2状態の量子機械記号系であるが）と、量子コンピュータはどんな計算機

やチューリング機械でも模擬でき、その結果どんなUTMでも模擬できるという

取り返しのつかない事実を思い出せば十分正しいものである。 

  本発明によるコンピュータ・アーキテクチャおよび命令集合アー

キテクチャーは、可能であれば、物理的な記号システムとは無関係に、コンピ

ューティング機械上のインターネットU-機械ノード上のできるだけ多くの相

互接続されたネットワーク通信によって実行されるべきである、また量子コン

ピューティングに説明可能である。 

   

本発明は、シンボリックな二進法上に確立されたあらゆるCAに対しても、また

それを超えて、適切な電磁波の物理的・シンボリックな計算可能な「印象」、

さらには高水準抽象プログラミング言語と同様に、技術・産業の現状における

フォンノイマンCAの優勢と一致するものである。実のところ、今提示されたよ

うな新しいCAは、古典的計算およびバイナリコード記号系と本質的に合同かつ

同型であり、すべてのプログラミング言語の表現力を真に解放するものである

。さらに、プログラミング言語の機能、パラダイムの変化、および移行は、異

なったアプリケーションに関係なく持続し、それらの側面と表現力が、ここで

主張するCAとの対話とコミュニケーションにおいて増大することが望ましい。 

 

 

コンピュータ・アーキテクチャーと命令集合体の構造 



 

 

  本発明に従って、通信ネットワーク、可能であればインターネッ

ト上の、M（s）の2進数コード計算に対する同時RGB/2進数同型並列で、汎用

チューリング機械（UTM）で構成された各カメラ/画像処理ノード/サーバでCA

により計算される汎用高レベル性能スレッドは、ここでさらに詳述される以下

の工程からなる方法に従うと言われている。 

   

a)  

(一般的な)デジタル画像を画素方程式の所定の密度、すなわち

画像解像度に変換し、変換後のデジタル画像の集合を得ること

。 

b)  

画像/テキストの印象メモリ RGB/バイナリ 「画素」 的な同型

の（一般的な）デジタル画像を数値データまたはメタデータで

割り当て、結果として割り当てた数値データまたはメタデータ

の集合を形成する。 

c)  

画像/テキストRGB/2進数の同型の割り当てられた数値データ

または（一般的な）デジタル画像のメタデータを処理し、処理

済みデジタル画像一式を生成する。 

d)  

 画像/テキストRGB/2進数同型処理された（一般的なな）デジ

タル画像を、デジタル画像の最も少ない順序から最も多い順序

の数値表現まで、適切に並べ替え回収し、その結果、よく並ん

だデジタル画像構成の集合が得られ（9.4）、計算の前提条件

が整うたびに回収された順序のみが再想定できる（9.6） 

e)  

画像/テキストRGB/2進数の同型処理された（一般的な）デジ

タル画像を、数値的・アルゴリズム的表現の最小から最遠まで



 

順番に収集し、デジタル画像コレクションの集合としたもので

ある。 

f)  

画像/テキストのRGB/バイナリ同型処理され、数値データまた

はメタデータに基づく整列された（一般的な）デジタル画像を

再表現すること。 

g)  

画像/テキストのRGB/2進法同型処理され、数値データまたは

メタデータに基づく整然としたアルゴリズムをプログラミング

処理すること。 

 

本発明の可能な実施形態では、デジタル画像の処理c）及びg）は

、図形処理装置（GPU）、汎用中央処理装置（CPU）、及び高質量並列計算シ

ステムからなる群の1つ以上の要素に実行される。 

 本発明の可能な実施形態では、（一般的な）デジタル画像を所定の必要

な画像解像度変換に変換する工程a）において、画素数に応じた画素式の濃度

が、変換された（一般的な）デジタル画像の集合をもたらす。 

   

したがって、本発明に含まれる汎用チューリング機械（UTM）は、サイバネッ

ト構造の実際の再組織化とは別に、そこに統合されるべき、事実上単一の新し

い構造において最も重要な存在となるものである。したがって、すべての UTM 

の構造は、画像処理（UTM で RGB に変換）と中央の論理と制御処理（UTM で 

2進数コードに変換）を行うような方法で配置されなければならず、その結果

、両者は、参照したように、同型の、「画素」を含む「オクテット」- 「バイ

ト」、あるいは 3「オクテット」- 3「バイト」方式に収まることになる。ま

た、「（一般的な）デジタル画像の変換」（STEP a、9.1）が誤差なく行われ

、通信の全ネットワーク、可能であればインターネット上のFPS（フレーム/秒

）デジタル画像間の首尾一貫した正確なクロックレート内に設定される、各



 

UTMとそのメモリ/処理能力における直交性と同時性の概念も重要である。こ

のため、大規模な並列計算（MA）として記述することが公正である、その下

にコンピューティング機械（複数可）上のUTM（複数可）の通信のネットワー

ク、可能であればインターネット上で、各UTMは、水平、非階層構造の一部で

ある、同様にインターネットを使用している。 

  それにもかかわらず、指摘されなければならない、非常に多くの

インターネットのネットワークシステム（Vannevar Bush、1945年; 

Joseph Licklider、1960年。Douglas Engelbart、1968）は、水平方向

に流暢なワールドワイドウェブ文書プロトコルシステムとしてハイパーテキス

トメディアを持っている（Tim Berners-Lee、1990）、ネットワークの階

層構造に依存しているものの、多くの無制限と自由アプリケーションの実現に

必要不可欠であり、同様に本発明は、UTM（s）通信に関するものであります

。「オクテット」-「バイト」方式、あるいは、3「オクテット」-3「バイト

」に依存する作業負荷、プロトコル、およびアプリケーションは、いくつかの

UTM（s）、すなわち、「（一般的な）デジタル画像の収集順列/組み合わせ」

に登録するように設計されたもの（工程e、9.5）を前提として構築しなければ

ならないと考えることができる。 5）、その結果、本発明による組み合わせの

画像生成アルゴリズムの処理のために、「（一般的な）デジタル画像の再印象

記憶」（STEP f、9.6）及び「（一般的な）デジタル画像へのアルゴリズムの

プログラミング処理」（STEP g、9.7）のループ（LO）及び永遠の繰り返しは

、階層的、又はより良く言えば秩序ある、設計上の結合インターネットプロト

コルの必ずしもさらなる実装を超えて重要で原始でなければならないはずであ

る。しかし、これは、どのUTM（複数可）が実際に「（一般的な）デジタル画

像の収集順列/組み合わせ」に特化しているかを隠し通す暗号化手法の他に、ネ

ットワーク内で処理される情報のパッケージ分布により、そうでない場合もあ

り得る（工程e、9.5項）。どの UTM が「（一般的な）デジタル画像へのアル

ゴリズム処理のプログラミング」（工程 g, 9.7）に特化しているかさえ開示さ

れることはなく、各 UTM が等しく（一般的な）デジタル画像を計算する以外

に、それらをネットワークに分散し暗号化の対象としている場合である。それ



 

に従って、5において示されるように、UTM(s)の間に分配形式で配置された矢

印は、いかなる階層的優勢構造も示すものではなく、代わりに過度に分散化さ

れた水平並列ネットワークであり、その条件下で、すべてのUTMノード/サー

バーは、いかなる命令順も等しくフェッチ、デコード、実行でき、UTM（s）

は、通信ネットワーク内、可能であればインターネット上にあるものである。 

  技術、特に UTM (5)における並列処理と逐次処理に関するもので

、いくつかの側面を確認する必要がある。しかし、全体的なシステムとその加

入サービスは、プロセスと微積分の同時実行と、このように並列に定義される

ことが正しい。高性能コンピューティングの鍵である、CAとそれが生成するア

ルゴリズムの両方には、注目するに値する線形結合の側面がある。すなわち、

「（一般的な）デジタル画像」の下に、同型の最短から最遠まで整列したモジ

ュール「フレーム」「フィルム」の「回想」「収集」を構成するRGB/バイナ

リ形式の大数の「整列」（工程d, e, 9.4, 9.5 ）により、「回想」「収集」の一

部の「整列」は必ず線形となる。 

しかし、このような線形記憶は、システムの大規模な並列計算（MA）によっ

て可能となっている。例えば、エラトステネスのアルゴリズムのふるいによく

似て、モジュール、「フレーム」、したがって「フィルム」の一連のRGB/2進

数の最も少ないから最も遠い不在の間隔が存在する。これは、通信のネットワ

ークで並列計算が、できればインターネット上で速やかに、多数のRGB/2進数

が同型の「よく整列」演算線形方式でまさに同じ間隔を提供するので簡単に解

決できる（工程d、e、 9.4,9.5 ）。  

 「(一般的な)デジタル画像の整然とした記憶)」（工程d、9.4）が完全に本体

指向であるのに対し、「よく整理された収集」（工程e、9.5）の作用も同様で

ある。 5）は、「（一般的な）デジタル画像」（FPS）の「フレーム」、ひい

ては「フィルム」の下にあるRGB／バイナリ形式の大きな数値の不在の間隔に

関するものであり、それは、多くの異なる超計算アルゴリズムの「並べ替え」

「順列/組み合わせ」複合（工程 e, 9.5 ）の作用を誘発する場合にはもうそう

ではなく、これは間違いなく、人間と機械に向けられている（工程g, 9.7）。

このことから、CA とアルゴリズムが一番密接に関係するのは、線形の超計算



 

と並列の超計算であると言える。 

  これだけでなく、人間と機械の共生を誘い、プログラマと本体の

集合体は、通信網、可能であればインターネット上で一般的なM（s）とUTM

（s）から非完全決定論的オラクル型M（s）とUTM（s）（できれば決定可能

問題に対する硬さとその検証の容易さに近似する）を作り出すと言われている

理由でもある。なぜなら、自然科学においては、実際には、古典的な計算は量

子計算の一部であり、決定論的なチューリング機械の場合でさえ、そのような

システムは常に非決定論的計算の制約と言った方がよい。ここでも、本発明に

よるアセンブリ言語の重要性が強調されます。それは、「整列した記憶」の「

構成」（工程d、9.4）と「整列した集合」の「順列/変換」（工程e、9.5）に

続いて、RGB/2進数のモジュールと同型の線形および演算上の大数の合計、（

FPS）「フレーム」を前置することが明らかであることによります。 したがっ

て、「フィルム」「（一般的な）デジタル画像」制作の、後に続くものは、「

（一般的な）デジタル画像」の「順列/組み合わせ」（工程e、9.5）であり、

プログラマーと本体は、参照フレーム内で対話できる。つまり、「フレーム」

「フィルム」のRGB/2進数の画像/テキストモジュール（FPS）「合成」、その

実現可能な「順列/組み合わせ」を含む、低レベル超計算プログラミング言語（

工程e、9.5）の間に対応付けられるのである。 5）、そして、より大きな、非

常に高レベルであり、実際のもの、線形と意性プログラミング言語を並列計算

するほど高レベルのもの、CA機械コード命令を、通信ネットワーク、可能であ

ればインターネット上で実現する。  

この理由は、アセンブリコードは、各CAとシステムに特有であると合理的に認

識され、ちょうど言及したように、通信のネットワーク、好ましくはインター

ネット上でCAとシステムとの関係でそうであるのに十分な理由、その目的のた

めに我々は先に言及することを選択した「組立プログラミング」（7）本発明

による「目から脳」と「脳から目」の両方へのRGB /2進数の「合成」の中に入

っている。 

 

 



 

 

  例示した各1つの工程に関連するさらなる側面を提示する。 

 

 

(一般的な）デジタル画像を画素方程式の事前定義された密度、すな

わち画像解像度に変換し、変換されたデジタル画像の集合体を生成

すること 

 

   

この工程は、通信ネットワーク上の多くの情報源から、また多くの種類の、例

えばあらゆる形式の写真画像、URLとウェブページ、電子メールとインスタン

トメッセージ画像、携帯電話とタブレットのフレーム、「フィルム」のデジタ

ルテレビの「フレーム」画像、室外とゲーム機の「フレーム」、仮想機械とデ

ィープウェブの画像、カーネル、生体とシステムログ画像、ATMとGPSなど、

できるだけ多くの（一般的な）デジタル画像の投入と変換から構成されている

。デジタル画像は、特別なインターネットプロトコルから、あるいはそうでな

くても、確実に通信ネットワーク上のチューリング機械から、一般的な画像/テ

キスト合成または中間的な一般的な画像処理によって、前方の「（代表的な）

デジタル画像の印象」（STEP b、9.2）にリダイレクトされ、汎用チューリン

グ機械のカメラ/画像処理ノード/サーバーに転送されることがある。 

  本発明の好ましい実施の形態では、「（一般的な）デジタル画像

の変換」（工程e、9.1）がUTMのみのプロトコルであり、MからUTMのプロト

コルではない可能性があること、すなわち、到着した「（一般的な）デジタル

画像」は変換が完了し、UTMプロトコルでは決して行われないことから、理論

的には、本技術によりインターネットプロトコルによる暗号化方式が実現可能

である可能性が考えられる。しかし、これらは、本発明の好ましい実施形態に

おいて指定された方法ではなく、意図されているのは、MからUTMプロトコル

によって望まれる準備状態の（一般的な）デジタル画像の供給と変換とともに

、モジュール、「フレーム」および「フィルム」のデジタル情報の入力の暗号



 

化は、排他的にMからUTMへの通信に基づいてUTMプロトコルであり、そして

常に、「（一般的な）デジタル画像の数値データ/メタデータの処理」（工程c

、9.3）以前であるべきだという点において、指定されたものである。これは

、「（一般的な）デジタル画像の印象記憶」（工程b、9.2）において、中間ま

たは並行して、暗号化手法のアプリケーションを常に存在させるべきであるこ

とを意味する。付与されていない場合、そして、本当にいかなる場合でも、「

変換」は常にUMTプロトコルのみによって実行することができ、さらに関連す

ることは、暗号化方法はインターネットプロトコルによって応用することがで

き、その場合、「複合/許可」されたデータグラムは好ましいものだ。しかし、

中でも特に好ましいのは、暗号化方式をUTM専用プロトコルによって代わりに

応用する方法である。このプロトコルによって実現されるのは、「（一般的な

）デジタル画像」の暗号化／秘匿に関する純粋な機械対機械のブラックボック

スメカニズムであり、最終的にインターネットプロトコルデータグラム「順列/

結合」と大きく異なるのは、好ましい方式では暗号がUTMプロトコルに基づい

て完全に保護されるからである。したがって、暗号化方式は、処理前の「（一

般的な）デジタル画像」の送り込みや読み込みに必ず用いられる。 

   

本発明の好ましい実施形態において、すべてのUTMは、デジタル画像情報また

は任意の（一般的な）デジタル画像インターフェースを計算することができる

カメラ/画像処理ノード/サーバである。   

   

いずれにせよ、汎用チューリング機械であるカメラ/画像処理装置ノード／サー

バーのそれぞれで、前述のソースから（一般的な）デジタル画像、あるいは「

画素」的な指数関数的な「細胞」的な「合成」画像を読み込むことが実行され

るのである。それは、たとえ暗号化されていても本来のデータであり、通信ネ

ットワーク上に存在する、読み込まれた画像センシングの性質を持つ、したが

って「印象」（工程 b, 9.2）として入力可能な単純なデータの2つの主要源に

分離することができる。 2）、または、一般的な画像処理画像が、人工知能、

機械学習、または一般的な画像処理の暗号法の結果として読み込まれ、したが



 

って、「印象の記憶」（工程b、9.2）として、汎用チューリング機械カメラ/

画像処理装置の各ノードに入力される準備ができていることである。 

   

今取り上げた方法で、汎用チューリング機械カメラ/画像処理ノード/サーバー

に異なる「フィルム」の流動（FL）があり、通信ネットワーク、好ましくはイ

ンターネット上の各「（一般的な）デジタル画像」用アドレスが、ほとんどの

場合実際の画像が保存されているのとは反対に、ゆえに保存メモリの大きな排

出を伴って保存されている。 

   

それにもかかわらず、カメラ/画像処理汎用チューリング機械ノード/サーバー

の読み込み能力を補完するために、以下に詳述するように、まさに同じ工程で

、「（一般的な）デジタル画像」（3）からのモジュール、「フレーム」また

は「フィルム」の「収集」（工程d、9.4）または「合成」のいずれかの別のブ

ロックを、通信、できればインターネット上の汎用チューリング機械の全く同

じネットワークに割り当てまたは保管しなければならない。 

 

   

(一般的な) デジタル画像の変換の段階は、それによって、全画素数に応じた画

素密度が画像解像度を示し、数値的な方法に基づいて (一般的な) デジタル画像

の変換のためのプラットフォームが実行される。このような変換の1つは、Mか

らUTMのプロトコルに一番適しているが、UTM自体によって実行することもで

き、したがって、もっぱらUTMのプロトコルであることが本明細書で参照され

る。 

 

 

画像/テキストRGB/2進数 「画素」状の同型（一般的な）デジタル画像を数値

データ/メタデータで割り当てた印象記憶工程、その結果、割り当てた数値デー

タ/メタデータ一式が得られる。 

 

 



 

   

(一般的な) デジタル画像の印象記憶の工程は、インターネットの内外にある通

信ネットワーク内の汎用チューリング機械カメラ/画像処理装置ノード/サーバ

ーで発生し、したがって、(一般的な ) デジタル画像RGB/2進数画像/テキスト

同型の「画素」または「画素」状の感知入力となり、UTMからM、UTMプロト

コルが使用される。 

   

本発明のいくつかの実施形態では、モジュール、「フレーム」及び/又は「フィ

ルム」のU-メンタリズム「目から脳へ」のRGB/2進数「合成」の積み重ねと

、モジュール、「フレーム」及び/又は「フィルム」のU-メンタリズム「脳か

ら目へ」のRGB/2進数「合成」の積み重ねの両方は、汎用チューリング機械の

通信ネットワークに、例を挙げると演算されるべきものである。一般的な画像

感知」での画像/テキスト「画素」合成画像、および人工知能または機械学習で

の「一般的な画像処理」方法による画像/テキスト「画素」合成画像と同様に、

事前に、また別々のソースによって、汎用チューリング機械のカメラ/画像処理

装置ノード/サーバーへの「再印象」（工程 f, 9.6）として計算されることであ

る。 

   

本発明の望ましい実施形態において、（一般的な）デジタル画像工程の印象付

けは、読み出しカメラ/画像処理ノード/サーバーにおいて、一般的な画像感知

データから、または一般的な画像処理から実施されることができる。一般的な

画像／テキスト合成または一般的な画像感知」ともに暗号化されていることが

望ましい。一般的なデジタル画像」データ/メタデータを元に処理するか、暗号

化された画像のみを元に処理するかは、適切な隠蔽と暗号化方式の問題である

。ブラックボックス化された機械対機械のメカニズムにより、元の「（一般的

な）デジタル画像」の関連データ/メタデータは常に「整列」的に処理可能であ

るべきである。 画像/テキストのインターネットまたはネットワーク通信アド

レス以外は、CAにRAMメモリは必要なく、「画素/インチ」（PPI）の変換が

事前にアルゴリズム的に解決されているため、各フレーム/秒（FPS）に定義さ



 

れた記号単位を持っている。デジタル画像には、音声やメタデータを含むすべ

ての関連情報が記録されている。 

   

(一般的な) デジタル画像の印象」は、「画素」の読み出しと、(一般的な) デジ

タル画像の「合成」、モジュールまたは「フレーム」、各フレーム毎秒 (FPS) 

は、通信ネットワーク内の UTM(s) サーバー/データセンター、再度インター

ネット上に格納されていることが望ましいと考える。そうしている間、暫定的

なetでタンデム暗号化方法は、受信した感動的な画像に応用される。 望ましく

は、各RGB/2進数同型（一般的な）デジタル画像、または予想されるように、

CAの基盤に適用されるあらゆる直接画像電磁波的物理的記号的な印象は、サー

バー/データセンターに割り当てられ、整列されていなければならない。この順

序付けは、第4段階と第5段階に詳述されているように、「画素」「フレーム」

「フィルム」ごとに、「収集」または「回収」から、固有の序数/二進数に一意

に同型に順序付けられることから構成されるものになる。 

 

 

(一般的な) デジタル画像の画像/テキスト RGB/2進数同型の割り当て数値デー

タ/メタデータを処理し、処理済みデジタル画像一式を生成する工程  

 

   

(一般的な) デジタル画像に割り当てられた数値データ/メタデータを処理する

工程では、画像/テキストRGB/2進数「画素」または「画素」的な同型データ/

メタデータが、インターネット上または外の通信ネットワーク内のUTMカメラ

/画像処理装置ノード/サーバーに読み込まれ、UTMからUTMプロトコルへ変換

されることになる。 

 

 

画像/テキストRGB/2進数同型処理された（一般的な）デジタル画像の工程、デ

ジタル画像の最も少ない順序から最も多い順序の数値表現まで、適切に並べ替



 

え回収し、その結果、よく並んだデジタル画像構成の集合が得られ、計算の前

提条件が整うたびに回収された順序のみが再想定できる 

 

  

(一般的な)デジタル画像を順序よく再現する段階は、データ/メタデータRGB/2

進数「画素」または「画素」のような同型の最小から最遠、通常モジュール8

ビットまたは1バイト、モジュール自体、「フレーム」、したがってフィルム

の「合成」が順序よく、その結果UTMからUTMプロトコルであることによって

行われる場所である。 

   

モジュール、「フレーム」、そして「フィルム」のそれぞれとすべての「合成

」をシステムのグローバルメモリに記憶し、部分的に分散保存する段階は、整

然とした最短から最長までn次元モジュール演算とプログラミンググループに

よる数値的な積み重ねまたは抽象データ型の識別で印をつけ、すぐに使えるプ

ログラミング指示、サブルーチンまたは機能である積み重ねまたは「フィルム

」になる。これらの積み重ねや「フィルム」は、2進コードと同形の大規模な

並列超計算（MA）を実行するための、すぐに使えるプログラミング指示、サ

ブルーチン、関数であり、通信ネットワーク上、できればインターネット上の

汎用チューリング機械で再び処理されるものである。 

   

本発明による好ましい実施形態では、各カメラ/画像処理ノード/サーバでフレ

ーム/秒（FPS）（一般的な）デジタル画像を使用して全体の線形時不変システ

ムの入力応答を推定した後、はるかに大きな速度で処理する以外に、従来のCA

の2進数コードと同型のはるかに大きな計算「合成」を構成するRGB/2進数テ

キスト/画像データの決定セットの回収を行うことが可能である。 

   

そのためには、「画素」「モジュール」「フレーム」「フィルム」ごとに、「

収集」「回収」のいずれにおいても、一意な序数／二進数に同型の順序となる

2つの段階への整列が必要である。 



 

   

U-メンタリズム組立を構成する、U-メンタリズム「目から脳」を設計した「

回収」とU-メンタリズム「脳から目」を設計した「収集」の両方からの引用

関係の整列は、したがって、その後、本発明による CA と指示集合アーキテク

チャーの正しい技術事項および抽象結果であろうという線にある。その結果、

この技術から得られる非常に具体的な指示、マクロ、ラベルによって、解決す

べきコンピュータ科学の問題に対してロードされ実行される、準備の整った低

レベルの機械命令と高レベルのスレッドを構成しなければならないのである。

チューリング完全コンピュータ問題のすべてのクラスは、本発明で解決するの

に適しているが、その価値のある核心は、科学、技術、知識主導のアプリケー

ションであるべきであることを言及することが重要である。 

   

暗号化、機械学習、AI画像処理を含む「回収」や「収集」、あるいは「（一般

的な）デジタル画像」（3）（FPS）「画素」「モジュール」「フレーム」「

フィルム」に適用するプログラミング手法の代数的・関数的な関係を直接利用

することも、超計算の上に立つ決定的な改善要因となるはずである。 

 

画像/テキストRGB/2進数の同型処理された（一般的な）デジタル画像を最小か

ら最も遠い数値およびアルゴリズム表現まで整然と並べ、整然と並んだ一連の

デジタル画像収集を実現する工程 

 

  (一般的な)デジタル画像の収集順列/組み合わせの工程では、デー

タ/メタデータRGB/2進数「画素」または「画素」の類似の最小から最遠の同型

の整列によって、モジュール、「フレーム」、「フィルム」の新しい「合成」

が、「順列/組み合わせ」一般的画像処理方法、または暗号やその他、したがっ

てUTMからUTMプロトコルによって、行われるのである。 

  システムのグローバルメモリに収集し、部分的に分散保存する工

程は、モジュール、「フレーム」「フィルム」のあらゆる、多くの「合成」で

あり、今後、「よく並んだ」最短から最長のn次元モジュール演算およびプロ



 

グラミンググループによる前例のない数値的な積み重ね、サブルーチンまたは

機能の識別で印を付けられている。これらの積み重ねは、その数値的、順序的

な整然とした性質から、一般的な画像処理手法や暗号技術、その他の数学的手

法の基礎として働くことも可能である。さらに、より高度な数学的手法やプロ

グラミング手法を導入することも可能であり、それによってプログラミングの

技術も向上する。 U-メンタリズム 「スキャナからプリンターへ」、あるいは 

U-メンタリズム 「目から脳へ」 が、「構成」、すなわち、RGB/2 値の「画素

」的な指数関数的な「細胞」的な基盤に基づく因子の相対積としての関係の構

成を探求することに、より執着しているように思われる。RGB/2進数の「画素

」的な指数関数的な「細胞」的な基礎に基づく因子関係の相対積としての関係

の構成を、スタックの整然とした集合、あるいはモジュール、「フレーム」、

「フィルム」のあらゆる「合成」に探求し、そこから「画素」の関係の計算に

おける相対乗法を豊かにすることと、U-メンタリズム「プリンターからスキ

ャナー」あるいはU-メンタリズム「頭脳から目」が「並べ替え/結合」、つま

り、より多くのものに結びついていることである。RGB/ 2進数の「画素」、指

数関数的な「細胞」、モジュール、「フレーム」、「フィルム」の基礎「合成

」の観点からの因子関係の先行相対積を、より新しい同型の「整列」関係に配

置/再配置/選択することである。 

したがって、「画素」または「画素」に似た「細胞」情報の関係の「構成」か

ら、適切な「順列/変換」プログラミングとアルゴリズム工作が達成され、スタ

ックは自由に「整然と」、通信ネットワーク、好ましくはインターネット上の

トポロジー内に分散されることになる。 

  

本発明の好ましい実施形態では、それらの直接的な計算上の使用を超えて、ま

さにAIおよび機械学習「回収」を採用することによってさえ、「収集」工程を

実施することが可能であるが（2；工程d、9.4）、U-メンタリズムシステムに

対する一般的な画像処理異種から、（2；工程d、9. 4）（AIと暗号データが一

般的な画像処理の、U-メンタリズム・システムへの「回収」された元のもの

であるのに十分な理由）、任意の所望の動的線形システムRGBとまた「（一般



 

的な）デジタル画像」（3）の出力信号とコードを完全にプログラムし決定す

るために、CAと指示集合アーキテクチャの要求をすべての種類に入れるためで

ある。 

 

画像/テキストの再印刷の工程 RGB/2進数同型処理され、よく整えられた（一

般的な）デジタル画像、結果として数値データ／メタデータが得られる。 

 

   

(一般的な) デジタル画像を汎用チューリング機械に再記憶する工程は、前例か

ら、データ/メタデータのRGB/2進数のような画素の同形最小から最遠までを含

む(通常モジュール8ビットまたは1バイト)デジタル画像の「回想」及び「収集

」が、UTMへの「回想」及び「収集」の感知入力として新鮮に新しく割り当て

られ、したがってUTMからUTMへプロトコルされることである。 

 

 

画像/テキストのRGB/2進数の同型処理と、数値データ/メタデータを基にした

整列アルゴリズムをプログラミング処理する工程 

 

   

(一般的な) デジタル画像へのアルゴリズムのプログラミング処理の工程は、数

値的なアルゴリズムの問題が、モジュール、「フレーム」の「収集」と「合成

」の両方の積み重ね、サブルーチンまたは機能に再帰的に処理されることによ

って、です。とデータ/メタデータRGB / 2進数の「画素」または「画素」のよ

うな同型最小から最遠の整列（通常モジュール8ビットまたは1バイト）の（こ

れらの「収集」と「回収」U-メンタリズムの組み合わせという名前）、先の

U-メンタリズムプログラミング言語のために適した通信のネットワークでは

、インターネット上または外、科学知識にもっと駆動することが好ましい。 

 

 

コンピュータ・アーキテクチャーと指示集合アーキテクチャの構造計算能力 



 

 

   

本発明の演算能力を説明するために、まず「画素」と「バイト」の一般的な類

似性を考慮する。各色（RGB）の「画素」は3バイトを割り当て、「画素」内

の数（基数）、位置（序数）の2値（0～255）として、合計28、すなわち1バ

イトあたり256の階調/色相値を与えることになる。したがって、この効果によ

って、1つの（RGB）「画素」は、知られているように、16.777.216バイトと

色の組み合わせ、または素因数分解で224を保持していることを示す。この素

数の積は、情報公開鍵暗号技術との関連で重要になる。画素」の各バイトに各

色（RGB）の28、「画素」に224を割り当てるという発想ではないものの、こ

れは確かに先行技術である。このように、解像度に依存する「フレーム」上の

対応する値も、CAの最小記号単位として、そこから、任意のU-機械またはチ

ューリング機械において、画像をその2進数形式に直接処理することによって

、今日までのすべてのCAの代替となる計算可能性理論が適切である。また、こ

の技術の最も重要な構造的・機能的特徴は、光速またはそれに近い速度で（一

般的な）デジタル画像から2進数の単数または複数のノードへのCAを実現する

ことであることを明らかにしている。 

   

また、「画素」、画像の「合成」、「フレーム」、結果として、その後のすべ

ての可能な状態または構成に関する措置のすべての可能な変化が、この技術お

よびその構造的・機能的方法に含まれることを意味するものである。全く同じ

ことが、本明細書に配置された技術標準と装置の紹介にも当てはまる。 

   

その実例として、光子コンピューティングの時代には、周波数と波長という2

つの主要な特性に従って、エネルギーや光子の離散的なパケットを大量に持つ

という、参照される技術の下でスケールアップすることが推奨される可能性が

ある。つまり、指数関数的な基礎特性を持つ「画素」的な単一「細胞」を実現

するために、現在デジタル画像では1「画素」あたり28.3個とされていますが

、この推測の設定では、「（一般的な）デジタル画像」（3）の「合成」、つ



 

まり技術的には波長「フレーム」の印象で、解像度依存の対応値とともに光子

計算の単位あたり2568.3個に拡大されている。この説明は非常に同じである場

合、光量子計算のシナリオの下で、28.3という非常に同じ値は、qbitsとの関

係でそのような等しい1であり、代替であっても、常に古典的な2進数のコード

と同型であるが最小数システム単位として2568.3という適切な任命値を持って

、この図の光量子計算の単位あたりのすべての可能なビットが、本発明による

CAによって動作する純粋な光子手段ではゼロ状態または1状態であることを意

味している。 

  この時、画像解像度「総画素数」に応じた「画素の密度」式が本

発明の規範となり、一度に処理される同期の「画素」と画像または「フレーム

」の「合成」から計算可能な手段の拡張を都合よく確立することができるので

ある。そして、その後に続く、同期した「フレーム/秒」（FPS）、さらには「

フィルム」または動画像、そしてM（s）またはUTM（s）のいずれかのn次元

「フィルム」のようなその他すべてのより複雑な計算可能なパターンに至るま

で、計算可能な尺度を便利に確立することができる。このシナリオでは、デジ

タル画像の「合成」がどんなに直交的であっても、本発明は計算プログラミン

グの用語で、点、面、次元の正確なユークリッドの概念ではなく、ヒルベルト

空間といった拡張でもなく、その最も複雑になった版の全体的感覚（情報学と

プログラミング）としてのリーマン多様体に持ち込まれるのである。このこと

は、象徴的にも物理的にも、M（s）またはUTM（s）のシステムは、すべての

正に定義され加速しない参照フレーム（デジタル画像の「フレーム/秒」）（

FPS）において共時性による不変性を持ち、同様に真空中の光速は技術の不変

の非超限界であることを意味している。 

   

一例として、本明細書で従うことが可能な「画素の密度」を「画素/インチ」（

PPI）で測定した式は、固定画素の解像度に準拠するための事前措置として、

8K超フルHDであることとする。7680x4320 画素とする。これは、（RGB）デ

ジタルカラー画像が、16：9（素因数分解で24:32）の比率で配置された、ちょ

うど33.177.600画素を有することを意味する。 したがって、各（RGB）デジ



 

タルカラー画像は796.262.400ビット、つまり99.532.800バイトになります。

この数は、画像センサーによって処理されるべき総同型デジタル画像対2進数

コードであるが、それはバイト/画素あたり28、または「画素」あた28.3.だけ識

別する必要があり、完全にデジタル画像または「フレーム」の「合成」として

同時に処理される。いずれにしても、本発明においては、技術の熟練者に理解

されるように、「画素/インチ」単位での画像の解像度が他の値であっても適し

ている。 

 

   

 画像または「フレーム」の（RGB）「合成」の99.532.800バイトの値で

、次に考慮すべき値は「フレーム/秒」（FPS）である。保守的な技術状況に従

えば、60FPS（素因数分解で22.3.5）を選ぶことも可能であるが、技術状況が

示すように、約4.400.000.000 FPSという驚くべき記録が達成されており、技

術的には大歓迎されるところである。その後、コンピュータ・アーキテクチャ

ーにおける「フィルム」あるいは動画像の1時間あたりのバイト数は、60（

FPS）×60（"）×60（'）×99.532.800バイトの計算となる。その結果、

21.499.085.000.000 = 2.1499085e+13 となる。 

   

また、このような条件の中で、1時間あたりのバイト数の「フィルム」の数値

に出会った以上、同じことは、何時間、何日、何年の「フィルム」、さらには

光秒単位の映像距離の「合成」にも当てはまるのである。 

   

21.499.085.000.000 = 2.1499085e+13 バイト/時間（2.1499085e+25 テラバ

イト、または 21.499085 ×1015 ゼタバイト）という値は、処理するデジタル

画像全体の数に応じて一致させなければならないものである。これは文字通り

、インターネットや地上デジタル放送（DTTV：DVB-T、ATSC、ISDB-T、

DTMB）のあらゆるメディアや 情報源からのあらゆるデジタル画像のFPSに相

当する。単純化すると、2025年のデータ総量は175ゼタバイト（175×1021バ

イト）になると予想される。したがって、その1つの値は、2.025463e+19 = 



 

2025463×1013 ゼタバイト/時間に相当し、これは、本発明の「総合的な課題

」として、一番好ましくはチューリング機械上の分配型部分U機械においてほ

ぼ定義することができる。 

   

この例から、引用した条件の技術で1時間の 「フィルム 」は、21.499085 

×1015 ゼタバイトのプロセッサと計算能力を持っていることがわかる。これは

、2025年に想定される世界のデータ量の1.2285191e+14倍である。現実には

、1時間分の 「フィルム 」に相当する計算能力を実現するためには、120年分

の175ゼタバイトの世界データ、年率100％の成長率が必要である。 

 

 

   

実際、本発明が扱う超計算は、毎秒48.611.111テラバイト（毎秒

4.8611111×1019バイト）、CA（2025年の推計）下で175ゼタバイトの世界デ

ータに対して毎秒26539792. と、その技術自体は最も初期の状態で、既に64ビッ

トアーキテクチャーの能力を超えている。おそらく、1エクスビバイト（EiB）

＝260または 10246 を大きく上回るように改善されるはずです。このことは、

インターネット上のチューリング機械のネットワークや、UTM（s）の処理に

は影響がなく、インターネット上のCA技術のもとで、UTM（s）のないチュー

リング機械のみを製造するという、考えられないような展開があり得ることだ

けは指摘しておく必要がある。 

 

  本発明によって処理される技術における1つの丸1日時間の唯一の

「フィルム」は、画像の「合成」における画素解像度の前の、そして生の図示

された計算から、したがって、好ましくはネットワークのネットワークで相互

接続されたUTM（複数可）によって処理される「フィルム」において、

5.1597804e+17ゼタバイト（21.499085× 1015 ×24）と等しいものとされる

。これは示した通りであるが、実はこの技術で期待されるのは、何時間、何日

、何年もの「フィルム」、即ちチューリング機械やU機械の意味での多くの「



 

テープ」を並列的に処理することなのである。 

   

今のところ、たった1本の「フィルム」の丸1日が、175ゼタバイト（2025年の

世界データ推定）の価値そのものの1.2285191e+14倍と言われているように、

超計算を技術と結びつけることに意味があるのだろう。 

 

一貫として、CAモデルで「細胞」は今「画素」であり、チップは画像または「

フレーム」の「合成」であり、カードはそこに各FPSを繰り返し、ノードカー

ドはキャビネットである「フィルム」、様々な並列「フィルム」を計算し、包

括的に全体として「システム」は、M（s）に、インターネット上の通信ネット

ワークと最も好ましく相互接続U-機械の技術である。 

   

この文脈でも、これらの数値は8K解像度で60FPSという保守的な値を評価して

いることを忘れてはならない。実際には、約10,000,000,000FPS（Frames 

Per Second）という驚くべき数値が達成されており、CUP（圧縮超高速写真

）により光の模様を瞬時に記録することが可能になっている。予想されるよう

に、この技術は、インターネット上またはインターネット外の、通信ネットワ

ークで相互接続された1つの単数および/または複数のノード/サーバーCAでカ

メラ/コンピュータプロセッサを構成するように一番喜ばれるが、できればイン

ターネット上のできるだけ多くのカメラ/コンピュータプロセッサのノード/サ

ーバー、すなわちインターネット上のUTM（s）に、チューリング機械のネッ

トワーク上で構成することが望ましい。 

   

1999年の情報（音声、映像、テキスト）の総量12エクサバイトと、それに対

応する2025年の世界の情報（音声、映像、テキスト）の換算値175ゼタバイト

を比較することができる。ここで、2025年の同じ年に175ゼタバイトをUTMで

インターネット上の通信網に流すと仮定すると、引用した2025年のCAでの1秒

間の全体処理は、1999年の情報（音声、映像、テキスト）の1.8446744e+38

倍に相当することが分かる。 



 

  CAの1時間の「フィルム」1本の処理量21.499085×1015ゼタバ

イトは、それだけで2025年の世界の情報量（音声、映像、テキスト）の

1.2285191e+14倍となる。また、「フィルム」の1秒間で5.9719681e+12ゼタ

バイトを処理することができる。ちなみに、1999年の情報量（音声、映像、テ

キスト）は12エクサバイトで、0,0138350580552816ゼタバイトに相当する。

本発明によるCAによって操作されるこの一見不可能な達成は、情報（音声、映

像、テキスト）が（FPS）/フレームレートで、高解像度画素化デジタル画像と

マッチングされ、エルゴ情報を「フィルム」に圧縮しているために本質的に可

能となった。 

   

CAのモデルが超計算のモデルに関わると、2019年11月現在、HPL（高性能リ

ンパック）ベンチマークで1番速い超計算であるサミットまたはOLCF-4を呼

び出すことに価値がある。その全体的な特徴とは無関係に、ここで提案される

のは、そのノード数-4.356-通信ネットワーク上のUTM（s）またはコンピュ

ータ処理/カメラノード/サーバーの推測的近似同数、インターネット上での並

列議論であり、ここで本発明は、議論に沿って、CAの実装に5000の中から選

択されるものである。サミットや OLCF-4 の詳細は、超計算「サミット」の

仕様と特徴に記載されている。プロセッサー：IBM POWER9™ (2/ノード)、

GPU: 27,648 NVIDIA Volta V100s (6/ノード)、ノード: 4,608、 ノード性能

：42TF、メモリ/ノード：512GB DDR4 + 96GB HBM2; NV メモリ/ノード： 

1600GB、システムメモリー合計：>10PB DDR4 + HBM + 不揮発性、インター

コネクトトポロジー：Mellanox EDR 100G InfiniBand、Non-blocking 

Fat Tree、ピーク電力消費量：13MW。 

   

インターネットは現在約50,000,000,000ノードあり、現存する全てのコンピュ

ータの1022から1024FLOPSの間隔（2015）を大きく上回っており、したがっ

て、CAのインターネット上の計算機本体のネットワーク上で5000（1：

10,000,000）コンピュータ処理/カメラUTMノード/サーバーを証明する数を設

定すると、一般的（1.5年から3年で10～15％）の間隔に短縮することが可能で



 

ある。 超計算サミットや OLCF-4 と比較して、合計でほぼ同じ値のノードを

搭載し、3x1020 から 1.5x1021 までの新しい間隔に、産業における価格とエネ

ルギーの削減を行うことが可能である。そのため、インターネット上の計算機

上でUTMによって実行される本発明のCAでは、（2x22x5.000）=220.000の

ネットワーク通信ノード/サーバーの証明的投機価値を計算することが可能であ

る。 

   

FLOPあたりのバイト数（B/F）、すなわち本発明によるCAにおける単位性能

あたりの必要メモリの強度のもっともらしい指標を見つけるために、次に

FLOPSの計算に沿うことが妥当である。まず、2025年の総推定情報量（

1.75×1023Bytes）の任意の保守的パターン（70％）を推定し、1.225×1023

（1.225e+23）バイトとする。この値は、CAで読み込む画像の色指示-「画素

」と「合成」-「フレーム」の積の総和と表現することが可能である。次に、

8kウルトラフルHDで動作するCAの平均周波数レートを60Hzと仮定することが

可能だ。この背景には、次のような関係が考えられる。 

 

 

≈ 𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹 = 220.000 ∗  
60
1
∗

(1.225𝑒𝑒 + 23)
60

   
 

 

約2.695e+28FLOPSという値を指す（とても保守的であまり適さない変数を使

った全体において）。サミットや OLCF-4 超計算が 200 ペンタフロップスで

動作することを考えると、 2.695e+28フロップを 200x1015フロップ で割ると 

134.750.000 という値が得られることになります。 000等価からサミットの超

計算全体のフロップ力は、2025年の175ゼタバイトの総情報データの推定値に

対して、最適化されていない値（画素解像度、FPS、Hz、および主に線形会計

1 「フィルム 」のみCAのインターネット上の多くの部分UTM（s）コンピュー

タ処理/カメラノード/サーバーに沿って分布している）。このような設定にお

いて、24時間（60 Hz x 60 ' x 60 ' x 24）は、5184000 FPSに等しく、とて



 

も保守的に、本発明によるCAは、175ゼタバイトをフルに使い、技術の中の1

つの「フィルム」のみのために約7.4861111e+25フロップス/日（約

2.695e+28フロップス÷12 ÷30）の値を持っている。 

   

しかし、この結果から、抽象的には、本発明によるCAの1時間の1本の「フィ

ルム」が21.499085x1015ゼタバイト/時間を占め、この数値と1バイト/1フロ

ップという従来の目標を同一視すると、むしろCAは(21.499085x1015 

6060)5.9719681e+12バイト/秒で動くと言えることになる。 

(21.499085x1015 ÷60 ÷60) 5.9719681e+12 バイト/秒であり、結果として 

CA のバイト/秒の抽象値は、2025 年の総データ情報量 175 ゼタバイトの推定

値から得られる 2.695e+28 フロップスを上回ることになる。 

  

それでも計算上、2025年の推定データ量175ゼタバイトのCAは

7.4861111e+24FLOPS/秒（2.695e+28FLOPS÷60÷60）、また抽象的に「フ

ィルム」一本だけの技術は5.9719681e+12バイト/秒で動くと言われており、

ここでは計算上、通信網を介したノード/サーバの増殖がないため、抽象的な一

本だけの価値（バイト/秒）を推測的に見合うだけである。 9719681e+12バイ

ト/秒、ここで通信ネットワーク上のノード/サーバーの乗算を無効にし、原則

として、CAの1つだけの「フィルム」の抽象的な値（バイト/秒）を推測的に見

合うことができるだけだ。インターネット上のチューリング機械との通信ネッ

トワーク上で多数の部分的分散UTM(s)ノード/サーバ上の1つのノードのみの

、より多くの部分的分散UTM（s）ノード/サーバを考慮すれば、同じネットワ

ーク上で秒あたりのフローティング点演算の線形改良の結果として、見合うこ

とができる。ノードあたりの値では手元で、可能性の高いシナリオは対照的に

、UTM（複数可）による大規模並列計算の通信ネットワーク上で、何日分もの

「フィルム」と技術的に異なる「フィルム」の多くのテープが存在することで

ある。これは、暗号や安全プロトコルのように、純粋な実装要因（エネルギー

、価格）とは別に、発明の CA に組み込まれた縮小要因がある場合でも同様で

ある。 



 

   

これに対して、本発明に係るCAでは、技術を円滑に利用する方法によって、作

業の密度やコンピュータの性能を向上させることさえ可能である。グローバル

データ（作成、保存、複製）のすべてに繰り返し行う代わりに、本技術の導入

により最初は、例えば複製されたデータのみに向けることも可能である。これ

は望ましいことではなく、むしろ、現存する多くのデータを歓迎することです

が、10年間の推定拡大値でさえ、CAの計算能力との関連で不足しているので

ある。実際、2020年の世界データが大体40ゼタバイトであることを考えると

、抽象的かつ導入したパラメータを用いて、（とても保守的なパラメータを用

いて）技術的に1本の「フィルム」の1時間が21.499085 ×1015 ゼタバイトを

占めると再認識すると、CAの唯一の「フィルム」の1時間のために、2020年の

ような1年の世界情報データの5.3747713e+14 (21.499085 ×1015 /40) 倍の量

が必要であることを示している。それでも、計算性能の密度がとても低いこと

を緩和するために、本発明のCAでは、情報の種類（音声、画像/動画、テキス

ト）ごとにメタデータを使用するなどの改良が可能である。 

   

本発明の別の利点は、インターネット上のデータを表示し、各UTMノードの処

分で処理能力にM（s）、そして緩和されたキャッシュや 揮発性ランダムアク

セスメモリの要件と、したがって、機能ごとのURLインターネットアドレスま

たはメタデータ符合を呼び出すの使用CAの固有の 経済性である。 

   

したがって、関連するのは、本発明によるCAの適切な計算機パワーの範囲内で

、計算機処理/カメラ画像検出（1）だけでなく、機械学習画像生成（2）も、

自由に使えるデータ情報量（音声、画像/動画、テキスト）を向上させるためで

ある。このため、本発明の好ましい実施形態では、それ自体が画像生成処理能

力を構成するため、暗号技術も関連する。しかし、必要性は、インターネット

上の通信ネットワーク上のUTM（s）で、UTM（s）内の対応する暗号化数学

的キーによって過剰生成された、各チューリング機械（4、6）のすべてのカメ

ラと画像インターフェースからの情報（音声、画像/動画、テキスト）のできる



 

だけ多くの増加だけでなく、人工知能と機械学習の適切な方法、本発明のCAの

通信ネットワーク内のUTM（s）によって実行画像生成技術を持っていること

である。 

  なぜなら、プログラミングの座標やアルゴリズムでは、通信ネッ

トワークの結合次元や、同じ位相のネットワークの他の「画素」を、計算やプ

ログラミングに適した対角化の方法以外では、真に特定できないからである。

「画素」と「バイト」の自由度はプログラミングにおいてとても高く、モジュ

ール、「フレーム」、「フィルム」の秩序だった「システム」（7-1, 7.2 - 

8.1, 8.2）に対する制約だけなので、「システム」の寸法は「システム」それ

自体が作り出す絶えず増加する変数と座標に直接依存しているのである。これ

は、U-メンタルプログラミング言語の主要な役割の一つであり、U-メンタリ

ズム組み合わせの言語の上に構築されるのが一般的である。この点は、ネット

ワーク物理系におけるユークリッド・ネットワークの矩形平面的「フレーム」

とnフレームの準立方体的「フィルム」の一般的相互関係を、記号系における2

進数コード同型のn次元多様体と比較して研究する価値が十分にあると思われ

る。与えられた微分可能な多様体上のリーマンメトリクスの空間は無限次元空

間なので、理想的にはCAにおける情報化・プログラミング空間と思われるが、

代数多様体が密集しているので、連続モジュリー空間は2進数コードと同型で

ある。また、有限次元であるが、これも「画素」や「フレーム」といった物理

的な参照単位を除けば、系内に等値性を持たない非自明な変形を持つため、記

号論的な性質は位相的ではなく幾何的であるかもしれない。つまり、本発明の

CAは、そのイメージ的な性質から、局所に連続した準無限幾何学的な構造を持

つと言われるか、あるいは、大域的な離散変調トポロジーを持ちながら、点間

に準隣接的な「画素」の光点的なものを持つと言われるか、難しいところであ

る。このため、幾何学的位相幾何学の適切な分野に最もよく適合しているかも

しれない。  

また、本発明のCAで（一般的な）デジタル画像波形の印象記憶処理を行う場合

、その正しい変換も考えなければならない。 

  導入された非常に保守的な変数とは別に、それはまた、本発明の



 

CAは、処理能力へのデータの回転をもたらすが、例えば、エネルギーと価格の

要件が上にある場合、真実は、画像検出（1）または画像処理（2）種類のため

の基準が実装できることを強調することである。 これらの線に沿って、仮想機

械、ディープウェブ、カーネル、生物およびシステムログ、さらにATMの、

GPSの、電子メールまたはインスタントメッセージ、例えば、インターネット

上の通信ネットワーク上の任意のUTMノード/サーバーコンピュータ処理/カメ

ラに到達しないように切り捨てることができる。 

  同時に、本発明のCAは、意図的に、並列に異なる「フィルム」か

ら、一般的な「システム」から、「合成」のネットワークとアルゴリズム特性

により、位相化構造のn次元「画素」-点、「フレーム」-面、および「バイト

」-（処理）時間のネットワークで定義される情報学的（一般的）デジタルと

プログラミングの意味まで乗り越えることを意図していることを覚えておくこ

とは重要である。システム」内の「バイト」間のM（s）上のUTM（s）のネッ

トワークにおける距離と時間は、異なる基準「フレーム」で行われた測定に対

して異なるが、情報的時空間間隔は、「システム」内の整然とした「フレーム

」と「フィルム」によって、それらが記録/プログラムされた慣性基準フレーム

に依存しないものとなっている。 

  上記のすべては、正しい「（一般的な）デジタル画像」（3）の

ような波動的な物理的・象徴的印象との関係で特に当てはまるものである。し

たがって、光工学、プラズモニクス、コンピュータ-脳インタフェースまたは

神経調節の場合、電磁波の光子のような、プログラミング計算方法のよく整え

られたアルゴリズムが依存するそのような場合、光工学または他の場合、これ

らは確かに、通信ネットワークのUTMノード/サーバーのグローバル性能で「

合成」の操作に対してより多くの責任がある。 

   

本発明のCAにおける他のすべての可能な参照単位の許容性原則は、十分に強調

することができない。この場合、「画素」「バイト」または「オクテット」、

「ビット」。「HEXA」または「RGB」、あるいは「フレーム」または「フィ

ルム」などの尺度を使用するCAは、他の任意の形態に改訂され、再形成される



 

。その実例として、HEXAのような「画素」が1ライン、RGBのようなデジタル

画像が「フレーム」の解像度ごとに異なること、また、λ-微分積分の技術への

適用性、すなわちλ変数、λ抽象、λ応用が対応するR（ed）、G（reen）、B（

lue）に当てはまること、などがあげられる。この場合も、ここに提示された

本発明の目的は、フォン・ノイマンCAの反転、および（一般的な）デジタル画

像から2進数、デジタルまたは波状の物理的シンボル「画素」的な指数プロミ

ネンスの印象（「スキャナー」的）/表現（「プリンター」的）計算上の重要要

素で達成され、具体化される。同様に、それは、可能な限りインターネット上

の、通信のネットワーク上の計算機（複数可）上のできるだけ多くのUTM（複

数可）を付与し、その最も省略された下地として描かれた両端のものである。

これらの特徴は、機械学習や人工知能におけるCAの本体-機械通信の実装を予

感させるものでもある。 

   

(一般的な）デジタル画像-2進数の電磁波のような物理的-象徴的な「スキャ

ナ」/「印象」または「プリンタ」/「表現」実装に関連して、前述のすべてが

また有効である。このような実装はすべて、「画素」、指数関数関数的な基礎

タイプの実施形態に支えられ、さらにCA階層の考えられる実施層がある。これ

と共に、本発明の範囲では、技術で望まれるように、インターネット上の、通

信ネットワーク上の計算機本体上のUTM（複数可）の存在に、CAはまた、そ

れに従って、UTM（複数可）上の、順番に、M（複数可）上の、必要なだけの

レベル階層の使用を想定していることを意味する。 

  本発明によれば、今後開発される組立言語とさらに先の単機能/多

機能プログラミング言語は、デジタル画像と処理、電磁気学と音波学を組み合

わせた通信のネットワークにおける代数的位相とn次元幾何学的位相の異なる

可能な「合成」を扱う基礎で、一つの全開発プログラミング設計において、CA

（U-メンタリズム）組立、すなわちHomem、Luisに準じて適切に拡張する

ように細工されるべきである。U-メンタリズムとは何か？Journal of 

Advances in Computer Networks. Volume 7, Number 1. pp. (18-24). 

(2019)  「（...）同時に、すべての確立されたコンピュータ・アーキテクチャ



 

ー（一般的にはプリンストン、またはフォン・ノイマンのコンピュータ・アー

キテクチャー）の反転方式である、特異（たった一つで個別、内在的）かつ普

遍（すべてで完全包括、拡張的）、プログラミング言語を提案する哲学的かつ

プログラミング的な考え方」である。 

   

本発明は、光データ伝送、一般に光ビームおよび/または波動通信を用いた情報

の伝送のすべてを、（一般的な）デジタル画像を直接計算するために使用する

ことではなく、適切なデジタル画像の感知および画像性能実用技術および最先

端技術を省略するために解決されたものである。本発明の範囲では、したがっ

て、本明細書に提示されたCAの最後まで、すなわち、インターネット上または

インターネット外の通信ネットワーク内のM、または好ましくは様々なUTM（

s）のいずれかへの直接入力として使用され得る、表現、処理、圧縮、保存、

および印刷が可能な、「（一般的な）デジタル画像」（3）のデジタル的に同

型の形成された符号化の任意の形式が考慮される。電子式イメージ検出として

は、CCD（電荷結合素子）、APS（アクティブ画素センサ）、CMOS（相補型

金属酸化膜半導体）などが挙げられるが、これらはMOS（金属酸化膜半導体）

技術を応用している。これらはMOS（金属酸化膜半導体）技術を用いたもので

、CCDはMOS容量を、CMOS検出はMOSFET（MOS電界効果素子）を用いたも

のである点が異なる。また、CAで使用されるハイブリッドCCD/CMOS、また

はsCMOSもあり得る。CCD画像検出の各細胞はアナログ機器とみなされるが、

APS（画素検出）はアクティブ型半導体装置とアクティブ型半導体装置を結合

した画像検出であるため、デジタル画像の一般的な構成例と一致することを考

慮しなければならない。したがって、構成要素としてはアナログでありながら

、デジタル画像として認識され、さらに、カメラ/画像処理M（s）またはUTM

（s）で直接計算することができる、「画素」のような指数関数的な基底波の

ような細胞を想定している以上、「（一般的）デジタル画像」（3）の基準を

主張することができるのである。 

   

同じことが、色分離、または任意のカラーフィルタ配列を使用することに関し



 

ても当てはまる。スペクトル透過率およびデモザイクアルゴリズムの両方、お

よび全体として、あらゆるカラーフィルター配列の演色性は、あらゆる画像感

知技術の画素検出上のカラーフィルターのモザイクが、適切なデジタル画像の

拡張である限り、本発明によるCAによって処理可能なものとして含まれる。ま

た、デジタル画像から「（一般的な）デジタル画像」(3)へと一歩進んだ QIS

（量子画像検出）のような、CA で使用される現在の先端技術や将来技術が含

まれていることも重要である。「画素」のような指数関数的な基礎の解決策は

、「メガショット」、FPSレート、「細胞」のような単位などで同様に見つけ

なければならないにもかかわらず、値が何であろうと、2値同型のコードに読

み込まれたままである。 

   

CAにおける「システム」を参照してCAの実装に関して7および8に示されてい

るように、U-メンタリズム・組み合わせのプログラミングへの橋渡しを特徴

付けることが関連している。この目的に向かって、本発明は、まず、前向きな

評価で、U-メンタリズム・組立プログラミングと、その結果、U-メンタリズ

ム・プログラミング言語（7、8）、両方とも「システム」において、区分する

。Uメンタリズム・組み合わせの大きな違いは、ある意味、必然的に適切なCA

の区切りとなることである。U- メンタリズムの組み合わせに関連するもので

は、順次、2つの境界線に落ち着くことになる。それは 「U-メンタリズムの組

み合わせスキャナー」（7.1-8.1）、「（一般的な）デジタル画像」検出、写

真感光、または波動的印象、「U-メンタリズム組み合わせプリンター」（

7.2-8.2）、「（一般的な）デジタル画像」（3）処理、光放射、または波動的

放射である。 

   

後者には、「U-メンタリズムの目」（7.1-8.1）、「U-メンタリズムの脳」

（7.2-8.2）という呼称も考えられる。これらの呼称は、人体の機能解剖学的

な観点から、それぞれ異なる特徴を持つことに由来している。具体的には、「

U-メンタリズムの目」では、可視電磁波を網膜や視細胞に受容させ、電気信

号として光神経に伝達させ、脳の方向へ導く前に、「スキャナー」方式で「（



 

一般的な）デジタル画像」（3）を単なる「印象」、つまりCAで感知すること

を意味する。「U-メンタリズムの脳」では、その後、「（一般的な）デジタ

ル画像」（3）を「発光」させ、「プリンター」方式で処理し、「再印刷」す

るのは、脳の方向に電気信号で適切に伝達されるからである。 

  さらに、平面上の点状単位である「バイト」の「画素」と、（一

般的な）デジタル画像の写真的・波動的な検出・放出、つまり「検出」「放出

」の軌跡である「オクテット」との間の同型性を保持することが基本的な点で

ある。したがって、この「オクテット」-「バイト」において、写真や波形を

感受する「U-メンタリズムの目」である「スキャナー」と写真や波形を発す

る「U-メンタリズムの脳」の完全な共生が設定され、「システム」における

U-メンタリズム・プログラミング言語の先にあるCAの「U-メンタリズムの

組み合わせ」の一部となるのである。 

   

「U-メンタリズムの目」から「U-メンタリズムの脳」は、「スキャナー」か

ら「プリンター」への一般的な波動または写真的な組み合わせであり、特に（

一般的な）デジタル画像「オクテット」-「バイト」-「組み合わせ」であり

、「U-メンタリズムの脳」から「U-メンタリズムの目」へは「スキャナー」

から一般的な波動または写真的な組み合わせ、特に（一般的な）デジタル画像

「オクテット」-「バイト」な組み合わせと言えるだろう。ここでいう「集合

」とは、正しくは「U-メンタリズムの組み合わせ」である。これらの断言は

、その暗示的な他の参照単位にしたがって有効である。 

   

このようなプロフォーマ方式における異なる単位の一例として、[U-メンタリ

ズムの目から脳][「オクテット」-「バイト」-組み合わせ][スキャナーから

プリンター]の逆で、[ U-メンタリズムの目から脳 ][「オクテット」-「バイ

ト」-組み合わせ][コンピューターからスキャナー]はいずれも「オクテット」

「バイト」に対する異なる種類の単位測定であることが挙げられる。ここでも

、「組み合わせ」は、正しくは、「U-メンタリズムの組み合わせ」である。

このプロフォーマ方式は、CAにおけるすべての可能な収容のために、他のすべ



 

ての組み合わせ例、例えば、［U-メンタリズムの目から脳］［「オクテット

」-「ヘキサ」-組み合わせ］［スキャナーからプリンター］、または［U-メ

ンタリズムの脳から目］［RGBから2進数の「フレーム」-単位］［プリンタ

ーからスキャナー］に変更可能な2つのみを例示する。 

   

CA の指定パラメータの範囲内で、8K Utra フル HD（7680*4320）、16:9（

24:32 に相当）の比率で合計 33,177.600 画素を持っており、これにより、こ

のプロフォーマ方式におけるすべての測定単位において、「スキャナー」/「検

出」側と「プリンター」/「発光」側のいずれかが自動的に評価される必要はな

いことが明らかになった。 これにより、このプロフォーマ方式におけるすべて

の測定単位において、「スキャナー」/「検知」側または「プリンタ」/「発光

」側のいずれかが、28x3 x 33.177.600 = 5の値全体をそれ自体で評価する必要

がないことが明らかになった。 5662776e+14 参照された実装の特定の用語で

デジタル画像内のRGBモデルの写真感知/放出可能なバリエーション、または

参照の他のユニットとシフトして最終的に他の結果、しかし局所的にのみ、「

画素」の3「バイト」のそれぞれの「オクテット」でRGBカラーの256（0-

255）可能なバリエーションを指定します。(一般的な）デジタル画像」（3）

波動的な「検出」/「スキャナー」または「発光」/「プリンタ」参照単位をM

上のUTM（s）の「システム」に適用し、おそらくフォトニクス、プラズモニ

クス、コンピューターブレインインターフェース、さらには量子計算でCAの他

の参照単位で最終的に別の結果にシフトするための全く同じようなものである

。 

   

これらの最後の指摘が有効である一方、U-メンタリズムの組み合わせレベル

の参照されたプロフォーマ方式は、RGB、HEXA、2進数コードに存在する算術

の一般理論の情報化プログラミングバージョンを受けなければならず、同様に

機械学習とAIに適している。この符号化は、「フィルム」の「フレーム」のす

べての可能なコレクションに対する、すべての「画素」由来の「バイト」列、

主に「フレーム」（例えば、8KウルトラフルHDのデジタル画像では 



 

99.532.800 「バイト」）の n 次のにほかならない。 

しかし、「U-メンタリズムの脳」、すなわち、コンピュータ・アーキテクチ

ャにおいて、単純な「オクテット」-「バイト」-「組み合わせ」から、「プ

リンター」-「スキャナー」間の「組み合わせ」において、「U-メンタリズム

の組み合わせ」で使用することが最優先に推奨される変数は、当然、「U-メ

ンタリズムの目」の「オクテット」-「バイト」-「組み合わせ」の記憶、「

スキャナ」-「プリンター」による整然とした「画素」由来のバイト列、デジ

タル画像「フレーム」、「フィルム」の記憶、「U-メンタリズムの脳」にお

ける後利用の末端までである。HEXAとRGBを2進数コードに沿ってU-メンタ

リズムの組み合わせと対話しながら、「U-メンタリズムの脳」コレクション

で、あるいは「U-メンタリズムの目」で回収の必要性に応じて補間的に使用

することは可能であると同時に、支持されている。 

 

   

機械学習やAIにおけるこのU-メンタリズムの組み合わせの理解と使用の基礎

は、もちろん、算術の基本定理（すなわち、素数による算術定義の使用）と位

置数システムである。HEXAにおける非数字でありながら位置のある記号の使

用の偶発性によるヒンズー・アラビア数字システムの任意のベースの意味だけ

ではありません。また、RGBのデカルト的性質のためでもなく、しかし、それ

らがどのように組み合わされるかは2進数コードシステムであるが、本質的に

は、「U-メンタリズムの脳」集合体における整然とした「U-メンタリズムの

組み合わせの目」の回収とそのプログラミング利用が、インターネット上のM

（s）上の通信ネットワーク上でUTM（s）により好ましく実行されるCAの「

フレーム」とn番目に構築可能な「フィルム」に広く当てはまるという事実に

よるところである。 

 

 

本説明書では、「約」及び「およそ」という表現は、指定された

数値の約10％程度の数値の範囲を指す。 



 

 

 

この説明で使用される場合、「実質的に」とは、実値が所望の値

、変数または関連する限界の約10％以内、特に所望の値、変数または関連する

限界の約5％以内、特に所望の値、変数または関連する限界の約1％以内の間隔

であることを意味する。 

 

 

上述の主題は、本発明の例示として提供されており、本発明を限

定するものと解釈してはならない。本発明による、特定の実施形態を説明する

目的で使用される専門用語は、本発明を限定するものと解釈してはならない。

この説明で使用されるように、単数形の定冠詞および不定冠詞は、説明の文脈

が反対のことを明示的に示さない限り、複数形が解釈に含まれている。また、

「備える」および「含む」という表現は、この説明で使用される場合、特徴、

要素、構成要素、工程、および関連する操作の存在を特定するが、他の特徴の

可能性を排除するものではなく、要素、コンポーネント、工程、および操作も

考慮されている。 

 

 

以下の請求項の本質的な特徴を変更しないことを条件として、す

べての変更は、本発明の保護範囲内であるとみなされなければならない。 

 

  

 

産業上の利用可能性 

 

 

本発明の方法及びCAは、あらゆる可能な研究領域にわたって、部

分的な計算可能な関数の指数関数的な利得を提供する。その科学技術的な適用

性は、例えば、衛星画像処理、空気力学、流体力学、熱及び流体対象で実証で



 

き、新しいレベルのサイバネティクスにおける様々な分野で強い影響を与える

。 

 

 

記号一覧 

 

1 –  

ネットワーク通信またはインターネットデータを含む実施形態：画像/

テキスト「画素」で構成された画像または一般的な画像検出を示す。 

2 –  

ネットワーク通信AI及び暗号データ：画像/テキスト「画素」置換/合

成画像または一般的な画像処理からなる別の実施形態を示す。 

3 –  

光速またはそれに近い速度でのコンテキストでの(一般的な)デジタル画

像を示す。(一般的な)デジタル画像から2進数への単一または複数のノ

ード/サーバーのCAである。 

4 –  

一般的なチューリング機械のテープデータを示す。 

5 –  

ＵＴＭカメラ/画像処理ノード/サーバーを含む、好ましくはインターネ

ット上の部分的に分散および分散化された水平大規模並列計算ネット

ワークを示す。 

6 -  

写真 (FPS) 画像、URL および Web ページ (FPS) 画像、電子メールお

よびインスタントメッセージング (FPS) 画像、モバイルおよびタブレ

ットフレーム (FPS) 画像を含む (一般的な) デジタル画像で構成される

プールである。  

デジタルテレビとフィルム (FPS) の画像、アウトドアとコンソール 

(FPS) の画像、仮想機械とディープウェブ (FPS) の画像、カーネル、



 

BIOS、およびシステムログ (FPS) の画像、ATM、GPS、CCTV、ドロ

ーン 、自動化された AIおよび機械学習 (FPS) 画像になる。 

7 –  

U-Mentalism Assembly プログラミングの命令とアルゴリズムの両

方が異なる (モジュール、オクテット、バイト) 2進数コードに同形 (一

般的な) デジタル モジュール (FPS) 画像とフィルム (合成または順列/

結合) を示す。 

7.1 –  

U-メンタリズムの組み合わせで構成されているU-メンタリズムの組

み合わせプログラミングの実施形態を示している。スキャナーからプ

リンターへ、または目から脳で構成されている。モジュール、(FPS) 

フレーム、および/またはフィルム、一般的なブロックの「合成」の整

然とした構成の想起または、連続した大規模な並列計算で積み重ねら

れる。 

7.2 –  

モジュール、（FPS）フレーム、および/またはフィルム、一般的なブ

ロックまたは積み重ねの順次大規模な並列計算の新しい順列、組み合

わせの「合成」のU-メンタリズム組み合わせプリンターからスキャナ

ーまたは脳から目の整然とした集合体の実施形態を示している。 

 

 

8-モジュール、（FPS）フレーム、および/またはフィルムの「合成」

のU-メンタリズム組み合わせスキャナーからプリンターまたは目から

脳への整然とした構成の収集と、モジュール、（FPS）フレーム、お

よび/またはフィルムの新しい順列/結合された「合成」のU-メンタル

組み合わせコンピューターからスキャナーまたは脳から目への整然と

した収集からなる以前のU-メンタル組み合わせプログラムの実施形態

が説明される。 

 



 

8.1 - U-メンタリズム組み合わせのスキャナーからプリンターへ、ま

たは目から脳へ、モジュール、（FPS）フレーム、および/またはフィ

ルム、一般ブロックまたはスタックの「合成」のよく整理された構成

の記憶からなる以前の U-メンタリズム組み合わせのプログラミングの

実施形態を示し、ループ方式で、UTM（s）に割り当て、再圧縮してい

る順次大規模並列計算で説明されている。 

 

8.2 - U-メンタリズム組み合わせのプリンターからスキャナーへ、ま

たは脳から目へ、モジュール、（FPS）フレーム、および/またはフィ

ルム、一般ブロックまたはスタックの新しい順列化/結合された「合成

」の整然とした収集からなる以前のU-メンタリズム組み合わせのプロ

グラミングの実施形態を示しており、ループ方式で、UTM（s）に割り

当てられ、/または再圧縮される逐次巨大並列処理で構成されている。 

 

9 - 一般的なブロック図に、工程の各ブロックに関連するアクション

ボックスを示したもので、この工程は大規模な並列計算とループ方式

で行われる。 

  

9.1-は、（一般的な）デジタル画像の変換のボックスを示し、それに

よって、画素または「画素」のような「細胞」の数に応じての密度は

、画像解像度変換、一般的にMからUTMまたはUTMのみプロトコル、

大規模な並列計算とループ方式で処理する。 

 

9.2-は、（FPS）画像/テキストRGB/2進数同型の「画素」または「画

素」の様なデジタル画像で構成され、このようにデータ/メタデータに

割り当てられ、一般的にUTMからMとUTMのみのプロトコル、大規模

な並列計算とループ方式で処理する（典型）デジタル画像の印象記憶

の箱を示している。 

 



 

9.3-データ/メタデータの形で、（FPS）画像/テキストRGB/2進数同

型の「画素」または「画素」-ライクデジタル画像からなる（一般的な

）デジタル画像の処理のボックスを説明し、一般的にUTMからUTMの

プロトコル、大規模な並列計算とループ方式で処理する。 

9.4-U-Mentalism scanner-to-printerまたは Eye-to-

Brain に相当する、データ/メタデータRGB/binary isomorphic 

"pixel" or "pixel"-like composition module, (FPS) frames, 

and films からなる（モジュール 8 bit または 1 byte）（典型）デ

ジタル画像の最小から最遠への整列収集のボックスを示す、一般に 

UTM から UTM プロトコル、大規模並列計算でループ方式で処理され

る。 

 

9.5 - データ/メタデータRGB/2進数同型の「画素」または「画素」様

順列/組み合わせモジュール、（FPS）フレーム、およびフィルムから

なる（モジュール8ビットまたは1バイト）（一般的な）デジタル画像

の最小から最大の順序コレクションのボックスを示し、U-メンタリズ

ムプリンター-スキャナまたは脳-目、一般的にUTMからUTMプロト

コル、大規模な並列計算とループ方式で処理することに、相当する。 

 

 

9.6 - (FPS)画像/テキストRGB/2進数同型の「画素」または「画素」

様デジタル画像で構成される（一般的な）デジタル画像の再印象記憶

のボックスを示す。したがって、以前に構成された収集されたまたは

眼から脳、および順列・結合された収集または脳から眼、データ・メ

タデータに割り当てられ、そのうち計算前提条件だけ再印象を与えら

れるときは、通常、UTMからUTMのみのプロトコル、大規模並列計算

とループ方式で処理する。 

 



 

9.7 – データ/メタデータ RGB/2進数で構成される (一般的な) デジタル

画像 (モジュール 8 ビットまたは 1 バイト) (一般的な) の適切に順序付

けられた置換/結合されたコレクションの両方で構成されるアルゴリズム

のプログラミング処理のボックスを示します。 同形の「画素」または「

画素」に似たデジタル画像、(FPS) フレーム、およびフィルム。一般に 

UTM から UTM へのプロトコルであり、大規模な並列計算とループ方式

で処理される。 

 

 

CO - （一般的な）デジタル画像の変換を説明する。 

FL - UTM（s）への（一般的な）デジタル画像のフラックスを示し、

それによって、一般的な画像センシングまたは一般的な画像処理のいず

れかから、（モジュール8ビットまたは1バイト）画像/テキスト（デー

タ/メタデータRGB /2進数等同型の "画素 "や "画素"の様なモジュール（

モジュール8ビットまたは1バイト）（FPS）フレーム、したがってデジ

タル画像のフィルムからなる一般的なデジタル画像。 

MA - 巨大な並列計算を示す。 

LO - ループ機構を示す。  
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請求 

 

1.  

光速またはそれに近い速度で計算を実行する方法 (一般的な) デジタル画像から

2進数へのコンピューター・アーキテクチャー(CA)は、デジタル画像内の画素

または、それに似た指数関数的傾向のある単一の「細胞」で、数値表現を含み

、次の手順で構成される。 

 

a)  

一般的な）デジタル画像（3）を画素式の所定の密度、すなわち画像解像度に

変換し、変換されたデジタル画像のセットを得る（9.1） 

b)  

数値データまたはメタデータに割り当てられた画像/テキストRGB/2進数「画素

」のような同形（一般的な）デジタル画像の印象記憶である。これにより、割

り当てられた数値データまたはメタデータのセットが得られる（9.2）。 

c)  

画像/テキストRGB/2進数同型の割り当てられた数値データまたは（一般的な）

デジタル画像のメタデータを処理し、処理済みデジタル画像一式を得る（9.3

）。 

d)  

画像/テキストRGB/2進数同型処理された（一般的な）デジタル画像を、最小か

ら最遠の整列された数値表現から整列して想起し、その結果、整列したデジタ

ル画像構成の集合が得られ（9.4）、計算の前提条件が整えば、想起した整列

のみを再インポートすることが可能である（9.6）。 

e)  

画像/テキストRGB/2進数同形処理された（一般的な）デジタル画像の適切に順

序付けされたコレクション。最小から最遠の数値およびアルゴリズム表現から

、順序付けられたデジタル画像コレクションのセットが得られる（9.5）。 

f)  
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画像/テキストの再印象 RGB/2進数同型処理され、よく整えられた（一般的な

）デジタル画像で、数値データまたはメタデータを生成する（9.6; 

g) 

画像／テキストのRGB／2進数同型処理と、数値データやメタデータに基づく

整然としたアルゴリズムのプログラミング処理（9.7） 

ここで、（一般的な）デジタル画像（3）の数値表現は、常にRGB/2進数また

は「画素」的な光子/2進数コードで、技術水準ではRGB画像/テキスト色モデル

のような画像情報と同型である；そして、工程a）が、チューリング機械（M）

から万能チューリング機械（UTM）プロトコル、または万能チューリング機械

（UTM）プロトコルのみによって実行され、b）が、万能チューリング機械（

UTM）からチューリング機械（M）プロトコル、万能チューリング機械（UTM

）プロトコルのみによって実行される場合において そして、工程c）、d）、e

）、f）、およびg）は、万能チューリング機械（UTM）から万能チューリング

機械（UTM） プロトコルによって実行され、a）〜g）のループ大規模並列計

算においてチューリング機械（Ms）上の万能チューリング機械（UTM）の通

信ネットワークの各ノード／サーバーで計算が実行される。 

 

 

2.  

請求項１に記載の光速またはそれに近い速度で計算を実行する方法は、すべて

のＵＴＭが、デジタル画像情報または任意の（一般的な）デジタル画像インタ

ーフェースを計算できるカメラ／画像プロセッサノード／サーバであることを

特徴とする。  . 

 

3.  

請求項１および２のいずれか一項に記載の光速またはそれに近い速度で計算を

実行する方法は、チューリング機械が、プロセッサおよび/またはテキスト/画

像出力デバイスを有する任意の計算機であることを特徴とする。   

4.  
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請求項１から３のいずれか一項に記載の光速またはそれに近い速度で計算を実

行する方法は、チューリング機械が、パーソナルコンピュータ、デスクトップ

デバイス、モバイルデバイス、インターネットを含むグループから選択される

ことを特徴とする。 サーバー、クラスター、倉庫規模のメインフレーム コン

ピューター、組み込みコンピューティング 機械、GPU ゲーム コンソール、ク

ラウド コンピューティング、デジタル TV ボックス、アウトドア、ドローン、

CCTV、ATM、GPS。 

 

5.  

請求項1〜4のいずれか1項に記載の光速または光速に近い計算を行う方法にお

いて、前記デジタル画像の処理c）、g）を、GPU（グラフィック処理装置）、

CPU（汎用中央処理装置）、および高質量並列計算システムからなる群の1以

上の要素に実行することを特徴とする、光速に近い計算を行う方法に係るもの

である。 

 

6.  

請求項１から５のいずれか一項に記載の光速またはそれに近い速度で計算を実

行する方法は、工程ａ）の変換において、画素数に応じて画素式の密度を計算

することを特徴とする。（一般的な）デジタル画像を所定の必要な画像解像度

変換に変換すると、変換された（一般的な）デジタル画像のセットが得られる

。 
 

7.  

光速または光速に近い速度で計算を実行するコンピューター・アーキテクチャ

ーは、デジタル画像内の画素または任意の「画素」のような指数関数的傾向の

ある基底「細胞」の「合成」によって特徴付けられ、前記デジタル画像は数値

表現を含み、次の手順で構成される。 

 

 

  

a)（一般的な）デジタル画像（3）を画素方程式の所定の密度、すなわち画像
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解像度に変換し、変換されたデジタル画像の集合をもたらす（9.1） 

  

b) 数値データ又はメタデータに割り当てられた画像／テキストRGB／2進数の

「画素」様同型（一般的な）デジタル画像の印象メモリ、結果として割り当て

られた数値データ又はメタデータのセット（9.2） 

  

c) 一般的なデジタル画像のRGB/2進数同型の割り当てられた数値データまたは

メタデータを処理し、処理されたデジタル画像の集合を得る(9.3) 

  

d) 画像/テキストRGB/2進数同型処理された（一般的な）デジタル画像を、デ

ジタル画像の最も少ない順序から最も多い順序の数値表現まで、適切に並べ替

え回収し、その結果、よく並んだデジタル画像構成の集合が得られ（9.4）、

計算の前提条件が整うたびに回収された順序のみが再想定できる（9.6） 

 

  

e) 順序の整った一連のデジタル画像の集合体(9.5) をもたらす、最小のものか

ら最大の数値およびアルゴリズム表現までの、画像/テキスト RGB/2進数同形

処理された(一般的な)デジタル画像の適切に順序付けされた集合体のこと  

f) 数値データまたはメタデータ (9.6) をもたらす、画像/テキスト RGB/2進数

同形処理され、整然とした (一般的な) デジタル画像の再印象である 

  

g) 数値データまたはメタデータに基づく、画像/テキスト RGB/2進数同形処理

および整然としたアルゴリズムのプログラミング処理 (9.7);そして 

 

 

ここで、（一般的な）デジタル画像の数値表現は、常にRGB／2進数または「

画素」的な光子／2進数コードで、技術水準ではRGB画像／テキスト色モデル

のような画像情報と同型であり；そして 

工程a）が、チューリング機械（M）から汎用チューリング機械 （UTM）プロ

トコル、または汎用チューリング機械 （UTM）のみのプロトコルによって実行
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され、b）が、チューリング機械（M）プロトコル、汎用チューリング機械（

UTM）のみのプロトコルによって実行される場合であって そして、工程c）、

d）、e）、f）、およびg）は、汎用チューリング機械（UTM）から汎用チュ

ーリング機械（UTM） プロトコルによって実行され、a）〜g）のループ大規

模並列計算においてチューリング機械（Ms）上の汎用チューリング機械（

UTM）の通信ネットワークにおける各ノード/サーバーで計算が実行される。 

 

 

8.  

請求項7に記載の光速または光速に近い速度で計算を行うコンピュータ・アー

キテクチャーは、すべてのUTMがデジタル画像情報または任意の（一般的な）

デジタル画像インターフェースを計算できるカメラ/画像処理ノード/サーバー

であることを特徴とする。 

 

9.  

請求項7から8のいずれか1項に記載の光速または光速に近い速度で計算を行う

コンピュータアーキテクチャーにおいて、前記チューリング機械は、プロセッ

サ及び、またはテキスト/画像出力機構もしくはデバイスを有する計算機である

ことを特徴とする。 

 

10.  

請求項７から９のいずれか一項に記載の光速またはそれに近い速度で計算を実

行するコンピュータアーキテクチャーは、チューリング機械が、パーソナルコ

ンピュータ、デスクトップデバイス、モバイルデバイス、インターネットから

なるグループから選択されることを特徴とする。サーバー、クラスター、倉庫

規模のメインフレーム コンピューター、組み込みコンピューティング機械、

GPU ゲーム コンソール、クラウド コンピューティング、デジタル TV ボック

ス、アウトドア、ドローン、CCTV、ATM、GPS。 

 

11.  
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請求項７から１０のいずれか一項に記載の光速またはそれに近い速度で計算を

実行するコンピュータアーキテクチャーは、デジタル画像のｃ）およびｇ）処

理が、グループの１つまたは複数の要素に実行されることを特徴とする。 グラ

フィック処理装置 (GPU)、汎用中央処理装置 (CPU)、および大規模な並列計算

システムで構成されている。 

 

12.  

請求項7から11のいずれか1項に記載の光速または光速に近い計算を行うコンピ

ュータ・アーキテクチャーは、画素数に応じた画素式の密度を、変換の工程a)

において、以下のようにすることを特徴とする。(一般的な）デジタル画像を

所定の必要な画像解像度に変換することで、変換された（一般的な）デジタル

画像のセットが得られる。 
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Fig. 1 

 


